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保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者
も
し
く
は

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
い
ず
れ
か
の
資

格
取
得
見
込
の
者
。

介
護
支
援
専
門
員
職

採
用
予
定
人
数
／
１
人

受
験
資
格
／
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
の
実
務
経
験
が
あ

り
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

者
。

①�

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
取
得

済
み
の
者
。

②�

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
の
者
。

③�

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
主
任
介
護
支

援
専
門
員
研
修
の
受
講
資
格
要
件
を
満

た
す
者
。

試
験
日
程
な
ど

試
験
日
／
１
次
試
験�

１
月
26
日

�

２
次
試
験�

２
月
13
日

�

　
　
　
　
ま
た
は
14
日

１
次
試
験
合
格
発
表
／	

２
月
５
日

応
募
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
下
さ
い
。

受
付
期
限
／
１
月
15
日

　
総
務
課　
☎
33�

―�

１
０
２
５

※�

保
育
教
諭
職
採
用
試
験
の
受
付
は
12
月

20
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
７
年
度（
令
和
７
年
４
月

１
日
）採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験【
二
次
募

集
】を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

募
集
職
種

一
般
行
政
職（
初
級
）

採
用
予
定
人
数
／
若
干
名

受
験
資
格
／
平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

学
歴
を
問
わ
な
い
。

土
木
技
術
職（
初
級
）

採
用
予
定
人
数
／
１
人

受
験
資
格
／
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

学
歴
を
問
わ
な
い
。

建
築
技
術
職（
初
級
）

採
用
予
定
人
数
／
１
人

受
験
資
格
／
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
一
級
建
築
士
も
し
く
は

二
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見

市
が
求
め
る
人
物
像
は
次
の
３
点
で
す
。

◇�

市
民
の
視
点
に
立
ち
、
市
民
と
と
も

に
考
え
行
動
す
る
職
員

◇�

広
い
視
野
で
総
合
的
に
判
断
・
行
動

で
き
る
職
員

◇�

社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る

柔
軟
性
の
あ
る
職
員

込
の
者
。

化
学
技
術
職

採
用
予
定
人
数
／
１
人

受
験
資
格
／
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

学
歴
を
問
わ
な
い
。

学
芸
員
職

採
用
予
定
人
数
／
１
人

受
験
資
格
／
平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
者
。

①�

博
物
館
法
に
定
め
る
学
芸
員
の
資
格
を
有

す
る
者
ま
た
は
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
の
者
。

②�

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学（
短
期
大
学

を
除
く
）ま
た
は
大
学
院
に
お
い
て
、
考
古

学
を
専
攻
し
、
卒
業
し
た
者
ま
た
は
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
の
者
。

保
健
師
職

採
用
予
定
人
数
／
３
人

受
験
資
格
／
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

者
ま
た
は
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
の
者
。

福
祉
職

採
用
予
定
人
数
／
１
人

受
験
資
格
／
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神

南房総市職員採用試験南房総市職員採用試験
（二次募集）を行います（二次募集）を行います
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　児童の保護者（生計中心者）が公務員の場合は、勤務先への申請になります。詳しくは勤務先へご確認くだ
さい。

　児童手当は２月、４月、６月、８月、10月、12月の10日（10日が土日、祝日の場合は、直前の平日）に前
月分まで２か月分を支給します。制度改正にあたり、「支払通知書」は原則廃止になります。なお、制度改正
後最初の支給は12月になりますので、支給日以降に支給額の確認をお願いします。
◦支給対象児童（高校生以下の児童）が全員含まれた金額になっていますか？
◦上記の③を提出している場合、第３子以降の多子加算が適用されていますか？

　制度改正に伴う申請を令和７年３月31日までにされた場合、令和６年10月分から支給になります。令和７
年４月１日以降に申請された場合、申請の翌月分からの支給になり、令和6年10月分まで遡っての支給はで
きませんのでご注意ください。
　また、制度改正前から受給していた人も、12月の支給金額を確認していただき、誤りなどある場合はご連
絡ください。令和７年３月31日を過ぎると、遡っての支給ができません。

児童手当制度改正に伴う手続きはお済みですか？児童手当制度改正に伴う手続きはお済みですか？
　子ども教育課　☎４６－２９３６

●制度改正前に児童手当を受給していなかった人　　　　� 　①　へ
●制度改正前から児童手当を受給している人� 　　　　　 　②　へ
●生計費を負担している19歳から22歳の児童がいる人　 　③　へ

申請が必要な人 必要書類（申請書類・添付書類）

①
◦高校生年代の児童のみ養育している人
◦�所得上限を超過し、児童手当（特例給付）を受給
していない人

◦児童手当認定請求書
◦マイナンバーカード
◦請求者名義の通帳またはキャッシュカード
◦請求者の保険証

②
◦制度改正前から児童手当を受給しており、算定
対象児童として認定されていない高校生年代の
児童を養育している人

◦児童手当額改定認定請求書
※認定されていない高校生年代の児童分

③

◦生計費の負担がある19歳から22歳（平成14年4
月2日から平成18年４月１日生まれ）の児童と、
18歳以下の児童の合計が３人以上の人

●現在児童手当を受給中の人も該当する場合は提
出が必要になります。

◦監護相当・生計費の負担についての確認書
※生計費の負担がある 19歳から 22 歳の児
童を記載

※�単身赴任などにより、保護者がほかの自治体で児童手当を受給している場合、その自治体にご確認ください。
※�「監護相当・生計費の負担についての確認書」の提出がない場合は、改正後の多子加算額の適用がない手当額
の支給になります。
※監護の情況により、追加で必要な書類の提出を求める場合があります。

支給対象児童の年齢 児童手当の額（1人当たりの月額）
３歳未満 １５，０００円（第3子以降は３０，０００円）
３歳以上高校生年代まで １０，０００円（第3子以降は３０，０００円）

申請が必要な人

公務員の人

児童手当の支給

申請期限
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マイナ保険証
　マイナ保険証を医療機関や薬局の受付で顔認証付きカードリーダーの読み取り口におくことで受付が始ま
ります。画面の指示に沿って受付をしてください。
　マイナンバーカードのＩＣチップにある電子証明書を利用して、本人確認および資格確認を行います。

紙の被保険者証
　現在お使いの被保険者証は、有効期限（最長令和７年７月31日）までお使いいただけます。ただし、住所や自己
負担割合など、被保険者証の記載事項に変更があった場合は申請いただくことなく「資格確認書」を交付します。

資格確認書
　資格確認書を医療機関や薬局の窓口の受付に提示ください。
　12月２日以降、新

● ● ●

たに国民健康保険制度に加入する人でマイナ保険証を保有していない場合、「資格確認
書」を交付します。
　後期高齢者医療保険制度の被保険者は、暫定的な運用として12月２日から令和７年７月31日までに新た
に資格取得される人や、現在お使いの被保険証の記載事項に変更があった人には、マイナ保険証の保有状
況にかかわらず、申請いただくことなく「資格確認書」をお送りします。

　マイナンバーカードの健康保険証利用登録の解除ができるようになりました。国民健康保険および後期高
齢者医療保険の被保険者は、市役所窓口に解除申請書の提出が必要です。社会保険加入者は、職場や保険
者にお問い合わせください。

マイナ保険証への制度移行マイナ保険証への制度移行
　保険年金課　☎３３－１０６０

　12月２日以降、医療機関や薬局の受付は、マイナンバーカードの健康保険証利用（マイナ保険証）の
提示が原則となります。お手元に紙の国民健康保険被保険者証および後期高齢者医療保険被保険者証
がある場合は記載の有効期限（最長令和７年７月３１日）まで、引き続き使用できます。

マイナ保険証ならではのメリット

令和6年12月2日以降における医療機関などの受診方法

お知らせ
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
は
？

　
保
育
所
へ
の
迎
え
を
お
願
い
し
た
い
、
急

な
用
事
が
で
き
た
の
で
少
し
の
間
子
ど
も
を

見
て
ほ
し
い
な
ど
、
子
育
て
の
手
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
人
と
子
育
て
を
お
手
伝
い
し

た
い
人
を
繋
ぐ
の
が「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
事
業
」で
す
。

　
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
を「
依
頼
会
員
」

お
手
伝
い
し
た
い
人
を「
提
供
会
員
」、
手
助

け
も
し
て
ほ
し
い
、
お
手
伝
い
も
し
た
い
人

を「
両
方
会
員
」と
し
て
お
互
い
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
方
法

①�

援
助
を
依
頼
し
た
い
と
き
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
ま
す
。

②�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か

ら
提
供
会
員
に
依
頼
の
打
診
を
行
い
ま
す
。

③
援
助
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

④�

原
則
と
し
て
提
供
会
員
の
自
宅
で
行
い
ま

す
。

⑤�

依
頼
会
員
か
ら
提
供
会
員
へ
報
酬
な
ど
を

直
接
支
払
い
ま
す
。

※
病
児
の
預
か
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
※�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

補
償
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
／
６
時
～
22
時（
宿
泊
は
な
し
）

　
心
地
よ
い
春
風
と
潮
風
の
香
る
、
こ
こ
南

房
総
を
舞
台
に
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
す
み
ん
な
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
し
て「
南
房
総
フ
ラ

ワ
ー
マ
ー
チ
」を
開
催
し
ま
す
。
本
大
会
は
、

日
本
マ
ー
チ
ン
グ
リ
ー
グ
公
式
大
会
、
国
際

市
民
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
日
本
市
民
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
公
認
大
会
、
関
東
甲
信
越
マ
ー
チ
ン
グ

リ
ー
グ
認
定
公
式
大
会
お
よ
び
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
カ
ッ
プ
千
葉
県
認
定
大

会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
唯

一
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
グ
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
と
の
姉
妹
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
コ
ー
ス

2
月
15
日　
北
コ
ー
ス

�

▼
35
㎞
・
20
㎞
・
12
㎞

2
月
16
日　
南
コ
ー
ス　

�

▼
35
㎞
・
22
㎞
・
12
㎞

主
会
場
／
千
倉
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ナ
ー
五
ヶ
条
を
守
り
、

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
時
間
や
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
な
ど
大
会
規
則
や
交
通
ル
ー
ル
を
守
れ

る
人
。
国
籍
、
年
齢
、
性
別
な
ど
一
切
問
い

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
中
学
生
以
下
は
保
護
者

な
ど
責
任
者
の
同
伴
、
介
助
を
必
要
と
す
る

依
頼
会
員（
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人
）・
提
供

会
員（
お
手
伝
い
し
た
い
人
）を
募
集
し
ま
す

利
用
料
金

●�

月
～
金
曜
日
：
７
時
～
19
時　
７
０
０
円

／
時
間

●�

そ
の
ほ
か
の
時
間
：
９
０
０
円
／
時
間

●�

そ
の
ほ
か
交
通
費
な
ど
の
実
費
を
支
払
い

ま
す
。

●�

２
人
以
上
預
け
る
場
合
は
ひ
と
り
が
半
額

に
な
り
ま
す
。

会
員
に
な
る
に
は

依
頼
会
員（
育
児
の
支
援
を
受
け
た
い
）

●�
市
内
在
住
で
生
後
３
か
月
以
上
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
人
。

提
供
会
員（
育
児
の
支
援
を
行
い
た
い
）

●�

市
内
在
住
で
健
康
な
人
、
育
児
の
援
助

活
動
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人
な
ら
、
資

格
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
両
方
会
員
に
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

提
供
会
員
を
対
象
と
し
た
説
明
会
や
交
流

会
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

●
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
子
ど
も
家
庭

支
援
室
ほ
の
ぼ
の
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※�

登
録
申
請
か
ら
ご
利
用
で
き
る
ま
で
、
２

週
間
掛
か
り
ま
す
の
で
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

人
は
、
介
助
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
な

お
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
人
は
参
加
を
お
控

え
下
さ
い
。

参
加
費（
安
房
郡
市
内
在
住
）

一
般　

�

１
０
０
０
円

高
校
生
以
下　
無
料

申
込
方
法

　
郵
便
振
替（
開
催
要
項
付
属
の
払
込
取
扱

票
に
て
振
り
込
み
）、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課
ま
た
は
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
に
て
直
接

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
郵
便
振
替
で
の
申
し
込
み
は
1
月
31
日
ま

で
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
参
加
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

�

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
子
ど
も
家
庭
支
援
室
）　
☎
40
ー
５
１
１
１

�

　
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

�

☎
33
―
１
０
９
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

会
員
募
集

南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ

参
加
者
募
集

第35回

１　

や
あ
！
お
は
よ
う　

明
る
い
挨
拶

　
　

さ
わ
や
か
に

２　

信
号
で
、
あ
わ
て
ず　

あ
せ
ら
ず

　
　

待
つ
余
裕

３　

ひ
ろ
が
る
な
、
参
加
者
だ
け
の

　
　

道
じ
ゃ
な
い

４　

自
分
の
ゴ
ミ
、
自
分
の
責
任

　
　

持
ち
帰
り

５　

歩
か
せ
て
、
い
た
だ
く
土
地
に

　
　

感
謝
し
て

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ナ
ー
五
ヶ
条
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職　種 令和5年度
採用者数

令和５年度退職者数
定年
退職

勧奨
退職

普通
退職

その他
（死亡など） 合計

一般行政職 25 0 1 10 0 11
技能労務職 0 0 0 1 0 1
保育士職 3 0 0 1 0 1
幼稚園教諭職 2 0 0 1 0 1
看護師職 1 0 0 2 0 2
技 師 職 0 0 0 1 0 1
合����計 31 0 1 16 0 17

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員の人事評価の状況

３　職員の給与の状況

（１）採用および退職の状況

（３）年齢別職員数の状況

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（２）部門別職員数の状況（単位：人） （単位：人）

（単位：人）

部　��局 令和５年
４月１日現在

令和６年
４月１日現在

市 長 306 297
教育委員会 135 149
農業委員会 4 5
議会事務局 5 5
監査委員事務局 2 1
選挙管理委員会 1 1
病 院 39 39
水 道 20 20
合����計 512 517

注：�常勤の教育長は含みません。｢１（１）
採用および退職の状況 ｣と当項目の職
員数の差は、｢１（１）採用および退
職の状況 ｣の採用者数が令和５年度の
ため合致しません。

職員の執務について、職務遂行において挙げた実績および発揮した行動などについて、毎年度評価を実施しています。

注：�職員数には再任用フルタイム勤務職員を含み、再任用短時間勤務職員は
含みません。

注：常勤の教育長は含みません。

注：�職員数は令和5年4月1日現在の普通会計関係に属する職員数です。（　）内は、再任用短時間勤務職員について外書き
したものです。職員手当には退職手当を含みません。

年齢（歳） 18～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55以上 合　計
Ｒ５. ４. １現在 31 37 40 37 79 103 101 84 512
Ｒ６. ４. １現在 29 43 45 33 73 102 98 94 517

区　分 住民基本台帳人口
��（令和５年度末）

歳�出�額
　（Ａ） 実質収支 人�件�費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
令和５年度 �34,519 人 26,547,023 千円 1,382,217 千円 4,370,368 千円 17.9％

区　分 職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたり
給与費�（B）/（A）給　�料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計�（Ｂ）

令和５年度 443人(7人) 1,683,562 千円 191,056 千円 660,972 千円 2,535,590 千円 5,724 千円

評 価 制 度 の 概 要
・評価は「業績評価」と「能力評価」の２種類で、各々絶対評価で行う
・業績評価は、個人の業務目標の達成度を評価する
・能力評価は、職員期待行動の実践度を評価する

評 価 期 間 令和５年４月１日～令和６年３月 31日
対 象 者 全職員（派遣職員、非常勤職員などを除く）

（令和５年度）

人事行政の運営などの状況人事行政の運営などの状況 　総務課
� ☎�３３－１０２５

　地方公務員法第58条の２および南房総市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規
定により、令和５年度における人事行政の運営などの状況についてお知らせします。
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（４）職員の初任給の状況（令和６年４月１日現在）

（３）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

職種
令和５年４月１日現在 令和６年４月１日現在

平均年齢 平均給与
月額（円） 平均年齢 平均給与

月額（円）給料 諸手当 給料 諸手当
一般行政職 44 歳 5ヵ月 369,830 329,501 44,974 44 歳 7 ヵ月 373,936 327,588 46,348
技能労務職 53 歳 2ヵ月 303,156 279,818 23,338 53 歳 10 ヵ月 296,985 272,525 24,460
教　育　職 42 歳 5ヵ月 351,828 331,691 20,137 42 歳 4 ヵ月 356,497 335,561 20,936

区　　分 市（円） 国（円）

一般行政職
大 学 卒 202,400 196,200
高 校 卒 170,900 166,600

技能労務職
技能職員 164,000 ―
労務職員 159,500 ―

（５）一般行政職の級別職員数の状況（令和６年４月１日現在）

（６）職員の手当の状況
・期末手当・勤勉手当

・特殊勤務手当（令和６年4月1日現在）

・退職手当（令和６年４月１日現在）

・時間外勤務手当

注：��退職手当の１人あたり平均支給額は、令和５年度に退職し
た職員に支給された平均額です。

区　分 １級 ２級 3級 ４級 5級 6級 7級 8級
合計標準的な

職務内容
主事
技師

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
副主査

係長
主査

課長補佐
副主幹

課長
所長 部長

職員数（人） 17 41 30 78 60 45 27 8 306
構成比（％） 5.6 13.4 9.8 25.5 19.6 14.7 8.8 2.6 100.0

１人あたり平均支給額（令和５年度） 1,492 千円

令和５年度支給割合 期末手当
勤勉手当

2.45 月分
2.05 月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級など
による加算措置（5％～ 20％）

区　　分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 57.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置２％～ 20％加算
1人あたり平均支給額 1,953 千円 22,436 千円

支給実績（令和５年度決算） 1,068 千円
支給職員 1人あたり平均支給年額
（令和５年度決算） 　�152,571 円

手当の種類 ７種類

手当の名称

行旅死亡人取扱作業手当･行旅病人取
扱作業手当･防疫手当･塵

じんかい
芥処理作業手

当･収集業務手当・処理業務手当・災
害応急作業手当

支給実績（令和５年度決算） 60,967 千円
支給職員 1人あたり平均支給年額
（令和５年度決算） 155,926 円
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（令和6年4月1日現在）

６　職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分者数の状況（令和５年度）

（１）育児休業および
　　部分休業の取得状況（令和５年度）

（２）懲戒処分者数の状況（令和５年度）

（２）自己啓発休業などの取得状況
　　（令和５年度）

（単位：人）
降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
0 0 11 0 11

戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
2 0 0 0 2

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

５　職員の休業に関する状況

開始時間 終了時間 休憩時間 勤務時間
8 時 30 分 17 時 15分 12時 00分～ 13時 00分 7時間 45分

・その他の主な手当（令和6年4月1日現在）

・特別職の報酬などの状況（令和6年4月1日現在）

扶養手当

・配偶者������������　　　　　���6,500円(行政職８級職員　配偶者　　　　　　　3,500円)
・子　　　　　１人につき�10,000円
・父母など　　１人につき　6,500円(行政職８級職員　父母など１人につき　3,500円)
・満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子　１人につき5,000円加算

住居手当 ・ 借家、借間の場合(月額14,000円を超える家賃支払い人)家賃月額に応じて、月額28,000円を限
度に支給

通勤手当 ・ 交通機関など利用者　定期代など全額支給
・ 交通用具など利用者　交通用具および通勤距離に応じて、月額54,300円を限度に支給

区　　　分 給料月額など 期末手当 退職手当

給　料 市　長
副市長

830,000�円
694,000�円 （令和５年度支給割合）

６月期��2.2 月分
12月期��2.3 月分
計　��4.5 月分

830,000 円×在職月数× 0.35
694,000 円×在職月数× 0.25

報　酬
議　長
副議長
議　員

413,000�円
360,000�円
337,000�円

区　分 育児休業
取得者数（人）

部分休業
取得者数（人）

男性職員 5 0
女性職員 8 0
合　　計 13 0

区　分 自己啓発休業など
取得者数(人)

男性職員 0
女性職員 0
合　　計 0

７　職員の服務の状況
（１）年次有給休暇の取得状況
　　（令和５年度）

（２）介護休暇の取得状況
　　（令和５年度）

平均取得日数 消化率
14.0 日 37.4％

区　分 介護休暇
取得者数（人）

男性職員 0
女性職員 0
合　　計 0

人事行政の運営などの状況人事行政の運営などの状況
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９　職員の研修の状況

１０　職員の福祉および利益の保護の状況

１１　公平委員会の業務の状況

（２）再就職の届出義務

（３）再就職状況（令和５年度退職者）

（１）職員健康管理に関する状況

（２）共済制度

（３）互助会制度

（１）勤務条件に関する措置の要求に係る事項(令和５年度)　　　　該当する案件なし
（２）不利益処分についての審査請求に係る事項(令和５年度)　　　該当する案件なし

　離職時に課長級以上のポストに就いていた職員であった人は、離職後２年間、営利企業などに
就職した場合は届け出ることとなっています。

　職員の健康管理状態を把握し、健康被害や疾病の早期発見を行うため、定期健康診断、生活習慣
病予防健康診断、メンタルヘルス対策として心の健康相談などを実施しています。

　職員の掛金と事業主である市町村の負担金で運営されている千葉県市町村職員共済組合および
公立学校共済組合の制度により、福祉事業の一環として下記の事業を実施しています。
・健康管理のための生活習慣病予防健診、人間ドックの利用制度　
・家族の生活安定のための出産療養など給付事業
・家族の生活安定のための健康保持、心身のリフレッシュのための宿泊施設の運営

　県内市町村などで組織された千葉県市町村職員互助会に加入しています。
ア）運営　職員の掛金と市町村の負担金により運営されています。
� ■職員掛金(個人負担)　標準報酬月額×3.6/1,000
� ■市負担金(公費負担)　標準報酬月額×3.6/1,000
イ）主な事業内容　各種給付事業、厚生事業（保険事業）

退職時職位 退職者数
再就職先

再就職者合計市に再就職
営利企業など

再任用 会計年度任用職員など
部長職 3 1 0 1 2
課長職 ４ 1 1 ２ ４
計 ７ 2 1 ３ ６

区��分 受講者数（人） 備　　考

広域研修 72
安房郡市広域市町村圏事務組合が行う研修（新規採用職員研修、初級職員研修、中級職員
研修、係長研修、接遇研修、再任用職員研修、クレーム対応研修、コーチング研修、行政
法研修）

派遣研修 33 千葉県自治研修センター、日本経営協会、市町村アカデミー

（令和５年度）

８　職員の退職管理の状況
（１）営業活動の制限について

　離職後に営利企業などに再就職した人は、離職前５年間携わった職務に関する契約などの事務
について、離職後２年間、現役職員へ契約の依頼などを行うことを禁止しています。

ウ）支出状況（令和５年度）
区　　分 支�出�額 備　　考
職員掛金 533千円 人数�432人市負担金 533千円

（単位：人）
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健康推進課健康推進課 36-115436-1154

献血はいのちのリレー！献血はいのちのリレー！
ご協力をお願いします！ご協力をお願いします！

　血液は、栄養や酸素の運搬、免疫など人間の生命を維持するために不可欠です。現在、血液の機能を
完全に代替できる手段はないため、医療において輸血は欠かすことができない治療法となっています。
　皆さまの献血が輸血医療を支えています。献血へのご理解とご協力をお願いします。

※�日程は変更や追加になる場合があります。各月の広報みなみぼうそうでご確認ください。
※�献血ＷＥＢ会員サービス「ラブラッド」登録することで、献血の予約をすることができ、予約時間に優先
的に案内することができます。また、ポイントを貯めて記念品と交換できます。
　ラブラッド会員の方は右記の二次元コードからログインして予約することができます。
　�ラブラッド会員でない人や初めて献血する人でも、右記の二次元コードから予約する
ことができます。
　県赤十字血液センター　☎０４７－４５７－０７１１

【今後の予定】
と　き 受付時間 ところ
令和7年
２月 14日

10：00 ～ 11：30 丸山公民館
13：30 ～ 16：00 三芳農村環境改善センター

令和 7年
３月 24日

10：00 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 南房総市役所　本庁別館１

献血ルームや献血バスなどで献血の
受付をします。

献血
場所へ

製造
・

保管

問診

献血 検査

供給

当日の体調や薬を飲んでいないか
などを問診します。

全血献血と成分献血の
いずれかで献血をします。

血液型や感染症の
有無を検査します。

血液の成分ごとに分けて
血液製剤を製造します。
製造後、冷蔵庫や冷凍庫
の中で保管します。

いつでも医療機関からの要請
に応じられるよう、24時間体
制で供給しています。

　

南
房
総
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
農
業
機
械
の

安
全
な
使
用
、
日
常
の
管

理
を
テ
ー
マ
に「
農
機
安

全
使
用
研
修
会
」を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
12
月
20
日

　
14
時
～
16
時

と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
安
房
本
店�

　
（
館
山
市
安
東
72
番
地
）

主
　
催

　
安
房
農
業
協
同
組
合

定
　
員

　
20
人

　
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料

　
無
料

申
込
期
限

　
12
月
19
日

�

　

(

一
財)

南
房
総
農
業
支
援

　
セ
ン
タ
ー

　
☎
28
ー
４
５
９
５

農
機
安
全
使
用
研
修

受
講
者
募
集
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　健診は生活習慣病のリスクを確認できます。自身の健康状態を知り、生活習慣の改善が必要な場合は保
健指導や健康相談を活用しましょう。

南房総市の健診は南房総市の健診はとてもお得！！とてもお得！！
個人で受けると個人で受けると最大約11‚000円かかる検査が最大約11‚000円かかる検査が
８00円！８00円！75歳以上（一部65歳以上）75歳以上（一部65歳以上）は無料！は無料！で受けられますで受けられます
　　　　　詳しくは健診特設サイトを　　　　　詳しくは健診特設サイトを

年に一度の健診はお済みですか？年に一度の健診はお済みですか？
受けていない人はまだ間に合います！！受けていない人はまだ間に合います！！

有料広告

施設健診 令和７年１月31日まで指定医療機関で実施しています。

検査結果連絡票 令和６年12月31日まで実施しています。

①医療機関を選ぶ（「南房総市　施設健診実施医療機関」で検索）
②医療機関に電話で申し込む
③健康診査受診券、健康保険証と早朝尿を持って受診する

　40歳以上の国民健康保険加入者が、定期受診で特定健診と同項目の検査を実施し
ている場合は、検査結果をご報告ください。「検査結果連絡票を利用したい」と主治医
の先生にご相談ください。
　
　健診を受けるには受診券が必要です。受診券の発行を希望する人は、
健康推進課へ電話または右記の二次元コードからお申し込みください。

有料広告



12 2024年12月号

　※HEMSまたは定置用リチウムイオン蓄電システムの併設が必要です。

　◦住宅用太陽光発電設備およびＶ２Ｈ充放電設備を併設の場合　補助額上限15万円
　◦住宅用太陽光発電設備のみ併設の場合　補助額上限10万円

※補助金交付の条件の詳細についてはホームページに掲載している要綱などをよく
　ご確認ください。　https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000016481.html

　市では、家庭から出る生ごみの減量化および再利用の推進を目的として、生ごみ処理機などの購入費
補助を行います。
　補助の対象となるのは令和６年４月１日以降に購入したものになります。

生ごみ処理機……上限１００，０００円　
　　　　　販売価格（消費税相当額を含む）の４／５（１００円未満切り捨て）
生ごみ処理容器…上限５，０００円　　
　　　　　販売価格（消費税相当額を含む）の４／５（１００円未満切り捨て）
※�補助金交付の条件の詳細についてはホームページに掲載している要綱などをよくご確認ください。　
https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000018323.html

　※太陽光発電設備が既に設置されているか、一緒に設置することが必要です。

　家庭における地球温暖化対策の推進に加え、電力の強靭化を図ることを目的として、本人が居住す
る既存の戸建住宅に新設する場合、「住宅用設備等脱炭素化促進事業補助金」を交付します。
　各設備とも設置前（工事着工前）の申請が必要です。また、令和７年２月末日までに事業を完了し、
実績報告書を提出できることが条件となります。
受付期間：令和７年１月１５日まで　※予算がなくなり次第終了します。

補助対象メニューはこちら
■住宅用太陽光発電設備　補助額上限９万円■住宅用太陽光発電設備　補助額上限９万円

住宅用省エネ設備等の設置費の一部を補助します住宅用省エネ設備等の設置費の一部を補助します

■定置用リチウムイオン蓄電システム　補助額上限７万円■定置用リチウムイオン蓄電システム　補助額上限７万円

■家庭用燃料電池システム（エネファーム）■家庭用燃料電池システム（エネファーム）
　補助額上限10万円　補助額上限10万円
■窓の断熱改修　補助率1■窓の断熱改修　補助率1//4上限８万円4上限８万円

■V2Ｈ充放電設備　補助率1/10上限25万円■V2Ｈ充放電設備　補助率1/10上限25万円

■電気自動車（EV）およびプラグインハイブリッド車（PHV）■電気自動車（EV）およびプラグインハイブリッド車（PHV）

生ごみ処理機などの購入費の一部を補助します生ごみ処理機などの購入費の一部を補助します

181-1181-1 住宅用省エネルギー設備設置費用の住宅用省エネルギー設備設置費用の
一部を補助します一部を補助します

補助金額
受付期間：令和７年２月２８日まで　※予算がなくなり次第終了します。
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ごみの持ち込み　受付時間ごみの持ち込み　受付時間

し尿のくみ取りし尿のくみ取り

野焼きは禁止されています野焼きは禁止されています

181-2181-2 「ごみ」と「し尿」の「ごみ」と「し尿」の
年末年始の業務年末年始の業務

　12月28日から１月５日まで、し尿のくみ取りは行いません。
　鋸南地区環境衛生組合（富浦・富山・三芳地区）	 ☎55－０３２９

	 南房総市水処理センター（白浜・千倉・丸山・和田）	 ☎２８－４０８１

 
  12 月 28日 12月 29日 12月 30日 12月 31日 1月1日～

1月3日 1月 4日 1月 5日

【富浦 ･富山 ･三芳地区】
大谷クリーンセンター
☎５７－２６４６

休 休

8：30～
12：00
・

13：00～
16：00

8：30～
12：00
・

13：00～
16：00

休 休 休

【千倉 ･丸山 ･和田地区】
千倉清掃センター
☎４４－１２６３
【白浜地区】
白浜清掃センター
☎３８－４５６０

９：00～
11：30

９：00～
11：30

９：00～
12：00
・

13：00～
16：00

９：00～
11：30 休 ９：00～

11：30
９：00～
11：30

※１月６日からは通常業務です。
※年末は、大変込み合いますので、早めに持ち込まれるようご協力をお願いします。
※収集日は家庭に配布した収集カレンダーをご覧ください。

　野外での焼却は、一部の例外を除き禁止されています。
　一般家庭ごみの処分は、「ごみの出し方分け方」の分別方法にしたがい、ごみ指定袋に入れてお住まいの地区
のごみステーションへ出しましょう。

　廃棄物を焼却した場合、5年以下の懲役若しくは1,000万円（法人は３億円）以下の罰金またはその両方が科せ
られます。地面、素堀りの穴、ドラム缶、ブロック囲い、構造基準を満たさない焼却炉での焼却も野焼きとみ
なされます。

▶風俗習慣上または宗教上の行事を行なうために必要な廃棄物の焼却
　例：しめ縄や門松などの焼却、お盆の迎え火送り火など
▶�農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行なわれ
る焼却
　例：	害虫駆除のための稲わらの焼却、焼き畑、あぜの草および下草の

焼却、魚網に付着した海産物の焼却など
▶たき火そのほか日常生活を営むうえで通常行なわれる場合で軽微なもの�
　例：落ち葉たき、キャンプファイヤーなど

　例外で認められている焼却　例外で認められている焼却
行為でも、煙や臭いが近所の行為でも、煙や臭いが近所の
迷惑となり、著しく周辺の生迷惑となり、著しく周辺の生
活環境に影響がでる場合は指活環境に影響がでる場合は指
導の対象となります。導の対象となります。
周囲に配慮しましょう。周囲に配慮しましょう。

注意注意
例外で認められている焼却行為（抜粋）例外で認められている焼却行為（抜粋）

知っていますか？厳しい罰則規定
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近
い
将
来
に
も
首
都
直
下
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規

模
な
地
震
が
高
い
確
率
で
起
こ
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
12
年
5
月
以
前
に
建
て
ら
れ

た
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
大
地

震
か
ら
命
や
財
産
を
守
り
、
住
み
慣

れ
た
わ
が
家
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
、
耐
震
診
断
に
よ
り
建
物
の
安
全

性
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
耐
震

改
修
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
耐
震
に
係
る
補
助
を
受
け
る
に
は
、

各
種
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
建
設
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
理
受
領
を
導
入
し
ま
し
た

　

建
物
所
有
者（
申
請
者
）が
市
の
補

助
金
を
受
け
て
耐
震
改
修
工
事
な
ど

を
行
う
場
合
に
、
補
助
金
の
受
領
を

施
工
業
者
へ
委
任
す
る
こ
と
で
、
補

助
金
相
当
額
が
工
事
費
の
支
払
い
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
申
請
者
は
、
補

助
金
相
当
額
を
除
い
た
工
事
費
用
を

用
意
す
れ
ば
よ
い
た
め
、
初
期
費
用

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
地
震
活
動
が
活
発
な
環
太
平
洋
地

震
帯
に
位
置
す
る
日
本
で
は
、
大
地

震
が
昔
か
ら
頻
繁
に
発
生
し
、
住
宅

な
ど
の
倒
壊
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
空
き
家
な
ど
を
所
有
、
管
理

し
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
無
料
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

　
各
分
野
の
専
門
家
が
相
談
に
対
応
し

ま
す
。（
相
談
無
料
、
事
前
申
込
必
要
、

先
着
24
組
）

建設課からお知らせ建設課からお知らせ 　建設課　☎３３－１１０１

住
ま
い
の
耐
震
化
に
つ
い
て

　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

耐
震
化
の
流
れ

改
修
工
事
費
１
５
０
万
円
で
補

助
金
１
０
０
万
円
の
場
合

空
き
家
の
管
理
で

　
　
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

相談内容 団体名

相続 千葉司法書士会館山支部

既存建物相談、耐震改修 （公社）千葉県建築士事務所協会
安房支部

土地の境界 千葉県土地家屋調査士会
安房支部

空き家バンク、売買、賃貸、
リフォーム 南房総市空き家バンク協議会

耐震補強の有無による木造家屋の振動破壊実験

補強なし
補強あり

提供　防災科学技術研究所　Ｅ－ディフェンス

耐震相談（予約制）

耐震診断

耐震改修（設計・工事）

通常の場合代理受領制度

工事費１５０万円を用意工事費５０万円を用意

工事費支払後補助金100万円を振込補助金100万円を振込

申請者申請者 施工業者施工業者

南房総市南房総市
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　国道１２７号
� �　千葉国道事務所木更津出張所� ☎０４３８－２２－４５４３
��� �国道１２８号、４１０号および県道
� �　県安房土木事務所管理課� ☎２２－４３４２
� �市道
　　　建設課� ☎３３－１１０１

　
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
張
り
出
し
た
樹
木

や
枝
に
つ
い
て
は
通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
通
行
中
の
車
両
な
ど
を
損
傷
さ
せ

る
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
樹
木
の
所
有

者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
歩
行
者
お
よ
び
車
両
な
ど
が
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
、
所
有
さ
れ
て
い
る
敷
地
内
か

ら
道
路
上
に
は
み
出
し
て
い
る
樹
木
な
ど
の

剪
定
お
よ
び
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
は
み

出
し
た
草
の
除
草
に
つ
い
て
も
ご
協
力
願
い

ま
す
。

　
隣
地
へ
の
樹
木
の
は
み
出
し
に
つ
い
て
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

と　
き
／
１
月
25
日　
13
時
30
分
～
16
時

30
分

と
こ
ろ
／
市
役
所
別
館
１
多
目
的
室　

相
談
時
間
／
１
組
30
分

申
込
期
限
／
１
月
10
日　
17
時
ま
で

　
相
談
開
始
時
刻
は
先
着
順
に
受
付
、
申

込
期
限
後
、
相
談
開
始
時
刻
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

申
込
方
法　

１�

．
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
し
込
み
が
で

き
る
人

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
空
き
家
相
談
会
」

に
あ
る
申
込
ペ
ー
ジ

ま
た
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

２�

．
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
し
込
み
が
で

き
な
い
人

　
建
設
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
参
加

申
込
に
関
す
る
必
要
事
項
を
聞
き
取
り
し

ま
す
。

持
ち
物
／
相
談
日
当
日
は
次
の
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

①�

建
物
お
よ
び
土
地
の
登
記
簿
謄
本（
全

部
事
項
証
明
書
）

※�

事
前
に
お
近
く
の
法
務
局
で
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。

②
写
真（
外
観
、
内
観
な
ど
）

③
建
物
の
平
面
図
な
ど

樹
木
な
ど
が
道
路
上
に
は
み
出

さ
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
！
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
考
え
を
ま
と
め

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
考
え
を
ま
と
め

表
現
す
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
感
じ

表
現
す
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
感
じ

て
い
る
こ
と
や
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
百
字

て
い
る
こ
と
や
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
百
字

で
書
き
表
す
活
動「
百
字
作
文
」に
取
り
組

で
書
き
表
す
活
動「
百
字
作
文
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
本
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
そ

ん
で
い
ま
す
。
本
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
そ

の
一
環
と
し
て
行
い
、
今
年
度
で
十
四
年
目

の
一
環
と
し
て
行
い
、
今
年
度
で
十
四
年
目

と
な
り
ま
し
た
。

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
あ
り
が
と
う
の
想
い
を
百

　

今
年
度
も
、
あ
り
が
と
う
の
想
い
を
百

字
に
込
め
た
作
品
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
し

字
に
込
め
た
作
品
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
賞
者

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

最
優
秀
賞
作
品

嶺
南
小　
一
年　

嶺
南
小　
一
年　
長長は
せ
が
わ

は
せ
が
わ
谷
川
谷
川　　
慎慎し
ん
じ

し
ん
じ二二

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
の
お
た
ん
じ
ょ

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
の
お
た
ん
じ
ょ

う
日
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
ご
ち
そ
う
を
つ

う
日
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
ご
ち
そ
う
を
つ

く
っ
て
く
れ
る
。
は
じ
め
て
た
べ
る
も
の
ば

く
っ
て
く
れ
る
。
は
じ
め
て
た
べ
る
も
の
ば

か
り
で
お
い
し
い
。
な
か
で
も
、
そ
う
め
ん

か
り
で
お
い
し
い
。
な
か
で
も
、
そ
う
め
ん

に
フ
ル
ー
ツ
が
の
っ
た
り
ょ
う
り
に
び
っ
く

に
フ
ル
ー
ツ
が
の
っ
た
り
ょ
う
り
に
び
っ
く

り
し
た
。
ら
い
ね
ん
の
た
ん
じ
ょ
う
日
が
た

り
し
た
。
ら
い
ね
ん
の
た
ん
じ
ょ
う
日
が
た

の
し
み
。

の
し
み
。嶺南

小　
二
年　

嶺
南
小　
二
年　
根根ね
ぎ
し

ね
ぎ
し岸岸　　
明明あ

さ

ひ

あ

さ

ひ
彩
陽
彩
陽

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
た
こ
あ
げ
を
し
た
。
ぼ

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
た
こ
あ
げ
を
し
た
。
ぼ

く
が
た
こ
を
上
げ
る
と
ひ
も
を
い
っ
し
ょ
に

く
が
た
こ
を
上
げ
る
と
ひ
も
を
い
っ
し
ょ
に

第
十
四
回「
百
字
で
伝
え
る
私
の
想
い
」

第
十
四
回「
百
字
で
伝
え
る
私
の
想
い
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
コ
ン
ク
ー
ル  

入
賞
者
発
表

入
賞
者
発
表

応
募
総
数　
１
７
３
９
通

応
募
総
数　
１
７
３
９
通

～
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

～
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

　
子
ど
も
教
育
課

�

☎
46
ー
２
９
６
６

も
っ
て
く
れ
た
。
ぐ
ん
ぐ
ん
高
く
上
が
る
た

も
っ
て
く
れ
た
。
ぐ
ん
ぐ
ん
高
く
上
が
る
た

こ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
だ
と
、
こ

こ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
だ
と
、
こ

ん
な
に
高
く
な
る
ん
だ
な
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
な
に
高
く
な
る
ん
だ
な
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
あ
り
が
と
う
。
う
れ
し
い
よ
。

ん
、
あ
り
が
と
う
。
う
れ
し
い
よ
。

三
芳
小　
三
年　

三
芳
小　
三
年　
松松ま
つ
も
と

ま
つ
も
と本本　　
陸陸り
く
り
く

　
「
り
く
、
か
て
る
ぞ
、
強
気
で
い
け
よ
。」

　
「
り
く
、
か
て
る
ぞ
、
強
気
で
い
け
よ
。」

土
ひ
ょ
う
に
上
が
る
前
、
き
ん
ち
ょ
う
し

土
ひ
ょ
う
に
上
が
る
前
、
き
ん
ち
ょ
う
し

て
、
心
ぞ
う
が
、
バ
ク
バ
ク
す
る
。
ぜ
っ
た

て
、
心
ぞ
う
が
、
バ
ク
バ
ク
す
る
。
ぜ
っ
た

い
に
勝
つ
と
い
う
気
も
ち
に
な
る
。
れ
ん

い
に
勝
つ
と
い
う
気
も
ち
に
な
る
。
れ
ん

し
ゅ
う
の
時
、
ず
っ
と
見
て
い
て
く
れ
る
。

し
ゅ
う
の
時
、
ず
っ
と
見
て
い
て
く
れ
る
。

家
で
、
ぶ
つ
か
り
げ
い
こ
し
て
く
れ
る
。
父

家
で
、
ぶ
つ
か
り
げ
い
こ
し
て
く
れ
る
。
父

ち
ゃ
ん
、

ち
ゃ
ん
、��

ぜ
っ
た
い
強
く
な
る
ぞ
。

ぜ
っ
た
い
強
く
な
る
ぞ
。

富
浦
小　
四
年　

富
浦
小　
四
年　
鈴鈴す
ず
き

す
ず
き木木　　
壱壱い

ち

い

ち知知

　

ね
る
前
に
、
お
母
さ
ん
が
本
を
読
ん
で

　

ね
る
前
に
、
お
母
さ
ん
が
本
を
読
ん
で

く
れ
る
時
間
。
妹
た
ち
と
本
の
世
界
に
引

く
れ
る
時
間
。
妹
た
ち
と
本
の
世
界
に
引

き
こ
ま
れ
る
わ
た
し
の
大
好
き
な
時
間
だ
。

き
こ
ま
れ
る
わ
た
し
の
大
好
き
な
時
間
だ
。

た
ま
に
、
大
笑
い
し
た
り
、
泣
い
た
り
す
る

た
ま
に
、
大
笑
い
し
た
り
、
泣
い
た
り
す
る

お
母
さ
ん
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
、
本
の

お
母
さ
ん
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
、
本
の

お
も
し
ろ
さ
を
教
え
て
く
れ
る
ん
だ
。「
今
日

お
も
し
ろ
さ
を
教
え
て
く
れ
る
ん
だ
。「
今
日

は
ど
ん
な
お
話
か
な
。」

は
ど
ん
な
お
話
か
な
。」

白
浜
小　
五
年　

白
浜
小　
五
年　
石石い
し
い

い
し
い井井　　
榎榎か
れ
ん

か
れ
ん恋恋

　
愛
犬
が
亡
く
な
っ
た
一
月
の
昼
間
に
降
っ

　
愛
犬
が
亡
く
な
っ
た
一
月
の
昼
間
に
降
っ

て
い
た
雨
が
止
み
、
空
を
見
上
げ
る
と
虹
が

て
い
た
雨
が
止
み
、
空
を
見
上
げ
る
と
虹
が

あ
っ
た
。
ダ
ブ
ル
レ
イ
ン
ボ
ー
だ
っ
た
。
虹

あ
っ
た
。
ダ
ブ
ル
レ
イ
ン
ボ
ー
だ
っ
た
。
虹

の
橋
を
渡
り
な
が
ら
私
を
見
て
い
る
気
が
し

の
橋
を
渡
り
な
が
ら
私
を
見
て
い
る
気
が
し

た
。
止
ま
ら
な
い
涙
が
一
瞬
止
ま
っ
た
よ
。

た
。
止
ま
ら
な
い
涙
が
一
瞬
止
ま
っ
た
よ
。

ず
っ
と
忘
れ
な
い
か
ら
ね
。
大
好
き
だ
よ
。

ず
っ
と
忘
れ
な
い
か
ら
ね
。
大
好
き
だ
よ
。

三
芳
小　
六
年　

三
芳
小　
六
年　
海海え
び
は
ら

え
び
は
ら
老
原
老
原　　
愛愛あ
い
な

あ
い
な奈奈

　
「
失
礼
し
ま
し
た
。」私
は
放
送
が
苦
手

　
「
失
礼
し
ま
し
た
。」私
は
放
送
が
苦
手

だ
。
だ
か
ら
い
つ
も
こ
の
言
葉
を
言
う
。
だ

だ
。
だ
か
ら
い
つ
も
こ
の
言
葉
を
言
う
。
だ

か
ら
い
つ
も
、
教
室
の
み
ん
な
に
聞
こ
え
て

か
ら
い
つ
も
、
教
室
の
み
ん
な
に
聞
こ
え
て

い
な
い
事
を
願
う
。
で
も
帰
り
に
、「
す
ご
く

い
な
い
事
を
願
う
。
で
も
帰
り
に
、「
す
ご
く

上
手
。」と
ほ
め
ら
れ
た
。
私
は
そ
の
日
か
ら

上
手
。」と
ほ
め
ら
れ
た
。
私
は
そ
の
日
か
ら

放
送
が
好
き
だ
。
教
室
の
み
ん
な
、
ち
ゃ

放
送
が
好
き
だ
。
教
室
の
み
ん
な
、
ち
ゃ

ん
と
聞
い
て
て
ね
、
私
の
放
送
。

ん
と
聞
い
て
て
ね
、
私
の
放
送
。

富
浦
中　
一
年　

富
浦
中　
一
年　
岩岩い
わ
さ
き

い
わ
さ
き﨑﨑　　
小小こ

の

め

こ

の

め
乃
芽
乃
芽

　

剣
道
か
ら
離
れ
て
い
た
兄
が
、
再
び
竹

　

剣
道
か
ら
離
れ
て
い
た
兄
が
、
再
び
竹

刀
を
持
つ
こ
と
を
決
意
し
た
。
一
年
ぶ
り
の

刀
を
持
つ
こ
と
を
決
意
し
た
。
一
年
ぶ
り
の

練
習
を
終
え
た
兄
の
手
に
は
、

練
習
を
終
え
た
兄
の
手
に
は
、��

ま
め
が
た
く

ま
め
が
た
く

さ
ん
。
つ
ぶ
れ
た
ま
め
は
痛
い
は
ず
な
の

さ
ん
。
つ
ぶ
れ
た
ま
め
は
痛
い
は
ず
な
の

に
、
な
ぜ
か
笑
っ
て
い
た
。
一
つ
の
こ
と
に

に
、
な
ぜ
か
笑
っ
て
い
た
。
一
つ
の
こ
と
に

打
ち
込
む
か
っ
こ
よ
さ
を
、
私
は
兄
か
ら
学

打
ち
込
む
か
っ
こ
よ
さ
を
、
私
は
兄
か
ら
学

ん
だ
。

ん
だ
。

嶺
南
中　
二
年　

嶺
南
中　
二
年　
吉吉よ
し
の

よ
し
の野野　　
和和か
ず
あ
き

か
ず
あ
き明明

　
バ
ッ
ク
ス
ト
レ
ー
ト
を
駆
け
抜
け
る
。
仲

　
バ
ッ
ク
ス
ト
レ
ー
ト
を
駆
け
抜
け
る
。
仲

間
の
応
援
が
聞
こ
え
て
く
る
。
ホ
ー
ム
ス
ト

間
の
応
援
が
聞
こ
え
て
く
る
。
ホ
ー
ム
ス
ト

レ
ー
ト
を
駆
け
抜
け
る
。
ラ
ス
ト
一
周
の
鐘

レ
ー
ト
を
駆
け
抜
け
る
。
ラ
ス
ト
一
周
の
鐘

が
鳴
り
、「
フ
ァ
イ
ト
！
」次
の
組
を
待
つ
ラ

が
鳴
り
、「
フ
ァ
イ
ト
！
」次
の
組
を
待
つ
ラ

イ
バ
ル
の
声
が
聞
こ
え
る
。「
あ
ぁ
、
良
い
出

イ
バ
ル
の
声
が
聞
こ
え
る
。「
あ
ぁ
、
良
い
出

会
い
を
し
た
な
。」ラ
ス
ト
一
周
、
ギ
ア
を
上

会
い
を
し
た
な
。」ラ
ス
ト
一
周
、
ギ
ア
を
上

げ
る
。

げ
る
。富

山
中　
三
年　

富
山
中　
三
年　
髙髙た
か
な
し

た
か
な
し梨梨　　
安安あ

や

か

あ

や

か
弥
佳
弥
佳

　
「
家
の
米
は
お
い
し
い
で
し
ょ
。」と

　
「
家
の
米
は
お
い
し
い
で
し
ょ
。」と��

父
は
父
は

よ
く
言
う
。
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

よ
く
言
う
。
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

白
米
と
母
の
作
る
コ
ロ
ッ
ケ
の
組
み
合
わ
せ

白
米
と
母
の
作
る
コ
ロ
ッ
ケ
の
組
み
合
わ
せ

は
特
に
絶
品
だ
。
そ
う
し
て
私
の
胃
は
満

は
特
に
絶
品
だ
。
そ
う
し
て
私
の
胃
は
満

た
さ
れ
る
。
私
は
そ
ん
な
日
常
に
小
さ
な

た
さ
れ
る
。
私
は
そ
ん
な
日
常
に
小
さ
な

幸
せ
を
噛
み
締
め
て
い
る
。「
あ
あ
っ
。
お
い

幸
せ
を
噛
み
締
め
て
い
る
。「
あ
あ
っ
。
お
い

し
か
っ
た
！
」

し
か
っ
た
！
」

南
房
総
市　
　
佐
野　
美
智
子

南
房
総
市　
　
佐
野　
美
智
子

　

空
に
は
満
月
。
海
は
そ
の
光
を
浴
び
て
、

　

空
に
は
満
月
。
海
は
そ
の
光
を
浴
び
て
、

キ
ラ
キ
ラ
光
る
。
夜
明
け
は
も
う
少
し
先
。

キ
ラ
キ
ラ
光
る
。
夜
明
け
は
も
う
少
し
先
。

　
こ
の
光
景
を
早
朝
散
歩
の
友
人
と
見
る
。

　
こ
の
光
景
を
早
朝
散
歩
の
友
人
と
見
る
。

　
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
か
ら
見
ら
れ
る
景
色
。

　
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
か
ら
見
ら
れ
る
景
色
。

　
白
浜
の
海
、

　
白
浜
の
海
、

　
南
房
総
の
自
然
に
感
謝
。

　
南
房
総
の
自
然
に
感
謝
。

優
秀
賞
受
賞
者

　
白
浜
小　
一
年　
　

　
白
浜
小　
一
年　
　
山山や
ま
ぐ
ち

や
ま
ぐ
ち口口　　
朋朋と
も
き

と
も
き輝輝��

　
白
浜
小　
二
年　
　

　
白
浜
小　
二
年　
　
松松ま
つ
だ

ま
つ
だ田田　　
晃晃こ
う
す
け

こ
う
す
け佑佑

　
三
芳
小　
三
年　
　

　
三
芳
小　
三
年　
　
髙髙た
か
は
し

た
か
は
し橋橋　　
洸洸こ
う
た

こ
う
た太太

　
千
倉
小　
四
年　
　

　
千
倉
小　
四
年　
　
髙髙た
か
き

た
か
き木木　　
桜桜さ
あ
ら

さ
あ
ら愛愛

　
白
浜
小　
五
年　
　

　
白
浜
小　
五
年　
　
石石い
し
い

い
し
い井井　　
梨梨り

り

か

り

り

か
々
夏
々
夏

　
千
倉
小　
六
年　
　

　
千
倉
小　
六
年　
　
渡渡わ
た
な
べ

わ
た
な
べ辺辺　　
心心み

ゆ

み

ゆ結結　　

　
富
山
中　
一
年　
　

　
富
山
中　
一
年　
　
若若わ
か
お
う
じ

わ
か
お
う
じ

王
子
王
子　　
雅雅ま
さ
き

ま
さ
き稀稀

　
富
山
中　
二
年　
　

　
富
山
中　
二
年　
　
本本ほ
ん
み
ょ
う

ほ
ん
み
ょ
う明明　　
天天た
か
ひ
ろ

た
か
ひ
ろ陽陽

　
南
房
総
中
三
年　
　

　
南
房
総
中
三
年　
　
吉吉よ
し
だ

よ
し
だ田田　　
勘勘か
ん
く
ろ
う

か
ん
く
ろ
う

久
郎
久
郎

　
一
般　
南
房
総
市　
吉
野　
八
重
子

　
一
般　
南
房
総
市　
吉
野　
八
重
子

佳
作
受
賞
者

　
富
山
小　
一
年　
　

　
富
山
小　
一
年　
　
川川か
わ
な

か
わ
な名名　　
心心み

り

み

り莉莉

　
富
浦
小　
一
年　
　

　
富
浦
小　
一
年　
　
鈴鈴す
ず
き

す
ず
き木木　　
沙沙さ

ち

さ

ち知知

　
三
芳
小　
一
年　
　

　
三
芳
小　
一
年　
　
平平ひ
ら
ま
つ

ひ
ら
ま
つ松松　　
花花は

な

は

な梨梨

　
富
山
小　
二
年　
　

　
富
山
小　
二
年　
　
鈴鈴す
ず
き

す
ず
き木木　　
栞栞か
ん
な

か
ん
な梛梛

　
三
芳
小　
二
年　
　

　
三
芳
小　
二
年　
　
小小こ
み
や

こ
み
や宮宮　
つ
か
さ

　
つ
か
さ

　
千
倉
小　
二
年　
　

　
千
倉
小　
二
年　
　
荒荒あ
ら
い

あ
ら
い井井　　
秀秀
し
ゅ
う
え
い

し
ゅ
う
え
い慧慧

　
白
浜
小　
三
年　
　

　
白
浜
小　
三
年　
　
行行な
め
か
た

な
め
か
た方方　　
陽陽ひ
さ
き

ひ
さ
き咲咲

　
白
浜
小　
三
年　
　

　
白
浜
小　
三
年　
　
結結ゆ
い
な
わ

ゆ
い
な
わ縄縄　　
葉葉は
づ
き

は
づ
き月月

　
嶺
南
小　
三
年　
　

　
嶺
南
小　
三
年　
　
小小お
の
で
ら

お
の
で
ら
野
寺
野
寺　　
涼涼す
ず
ね

す
ず
ね音音

　
富
浦
小　
四
年　
　

　
富
浦
小　
四
年　
　
忍忍お
し
だ
り

お
し
だ
り足足　　
咲咲さ

や

さ

や弥弥

　
嶺
南
小　
四
年　
　

　
嶺
南
小　
四
年　
　
片片か
た
お
か

か
た
お
か岡岡　　
優優ゆ
う
た

ゆ
う
た太太
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嶺
南
小　
四
年　
　

　
嶺
南
小　
四
年　
　
安安や
す
だ

や
す
だ田田　　
結結ゆ
い
ゆ
い

　
白
浜
小　
五
年　
　

　
白
浜
小　
五
年　
　
佐佐さ

く

ま

さ

く

ま
久
間
久
間　　
冬冬と
う
こ

と
う
こ子子

　
千
倉
小　
五
年　
　

　
千
倉
小　
五
年　
　
渡渡わ
た
な
べ

わ
た
な
べ辺辺　　
健健た
け
る

た
け
る生生

　
嶺
南
小　
五
年　
　

　
嶺
南
小　
五
年　
　
吉吉よ
し
の

よ
し
の野野　　
姫姫ひ
め
な

ひ
め
な菜菜

　
富
山
小　
六
年　
　

　
富
山
小　
六
年　
　
滝滝た
き
が
わ

た
き
が
わ川川　　
慧慧け
い
け
い

　
富
山
小　
六
年　
　

　
富
山
小　
六
年　
　
福福ふ
く
は
ら

ふ
く
は
ら原原　　
葵葵あ
い
る

あ
い
る琉琉

　
三
芳
小　
六
年　
　

　
三
芳
小　
六
年　
　
岡岡お
か
ざ
き

お
か
ざ
き﨑﨑　　
羽羽は

る

は

る瑠瑠

　
三
芳
中　
一
年　
　

　
三
芳
中　
一
年　
　
神神か
ん
さ
く

か
ん
さ
く作作　　
音音お
と
は

お
と
は羽羽

　
三
芳
中　
一
年　
　

　
三
芳
中　
一
年　
　
穂穂ほ
つ
み

ほ
つ
み積積　　
七七な
な
み

な
な
み海海

　
南
房
総
中
一
年　
　

　
南
房
総
中
一
年　
　
鈴鈴す
ず
き

す
ず
き木木　　
愛愛ま
な
と

ま
な
と翔翔

　
富
山
中　
二
年　
　

　
富
山
中　
二
年　
　
伊伊い
と
う

い
と
う藤藤　　
汰汰た
ろ
う

た
ろ
う朗朗

　
南
房
総
中
二
年　
　

　
南
房
総
中
二
年　
　
井井い
の
う
え

い
の
う
え上上　　
智智と

わ

と

わ翔翔

　
南
房
総
中
二
年　
　

　
南
房
総
中
二
年　
　
鈴鈴す
ず
き

す
ず
き木木　
さ
な

　
さ
な

　
富
山
中　
三
年　
　

　
富
山
中　
三
年　
　
安安あ
ん
ざ
い

あ
ん
ざ
い西西　　
由由ゆ

い

ゆ

い衣衣　　

　
富
浦
中　
三
年　
　

　
富
浦
中　
三
年　
　
髙髙た
か
ぎ

た
か
ぎ木木　
さ
く
ら

　
さ
く
ら

　
南
房
総
中
三
年　
　

　
南
房
総
中
三
年　
　
小小お
が
わ

お
が
わ川川　
ひ
か
り

　
ひ
か
り

　
一
般　
館
山
市　
　
小
澤

　
一
般　
館
山
市　
　
小
澤��

純
子
純
子

　
一
般　
南
房
総
市　
鈴
木

　
一
般　
南
房
総
市　
鈴
木��

喜
重
子

喜
重
子

全
体
講
評

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の「『
あ
り
が
と
う
』の

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の「『
あ
り
が
と
う
』の

想
い
」が
寄
せ
ら
れ
た
。
年
齢
に
関
係
な
く

想
い
」が
寄
せ
ら
れ
た
。
年
齢
に
関
係
な
く

多
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
家
族
や
友
人
、

多
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
家
族
や
友
人
、

先
輩
や
先
生
と
い
っ
た「
身
近
な
人
」に
対

先
輩
や
先
生
と
い
っ
た「
身
近
な
人
」に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
題
材
と
し
た
作
品

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
題
材
と
し
た
作
品

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制
服
、

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制
服
、

自
転
車
な
ど
と
い
っ
た「
自
分
が
長
年
愛
用

自
転
車
な
ど
と
い
っ
た「
自
分
が
長
年
愛
用

し
て
き
た
も
の
」を
題
材
と
し
た
作
品
も
一

し
て
き
た
も
の
」を
題
材
と
し
た
作
品
も
一

定
数
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
数
は
多
く
な
い

定
数
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
数
は
多
く
な
い

が
、「
見
慣
れ
た
風
景
」や

が
、「
見
慣
れ
た
風
景
」や｢｢

何
気
な
い
日
常

何
気
な
い
日
常

の
一
コ
マ
」を
題
材
と
し
た
作
品
も
あ
っ
た
。

の
一
コ
マ
」を
題
材
と
し
た
作
品
も
あ
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
」の
対
象
と
し
て
の
題
材
を

「
あ
り
が
と
う
」の
対
象
と
し
て
の
題
材
を

選
ぶ
視
点
が
、
幅
広
く
多
様
に
な
っ
て
き
て

選
ぶ
視
点
が
、
幅
広
く
多
様
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、
何
よ
り

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、
何
よ
り

も
、
限
ら
れ
た
字
数
の
中
で
い
か
に
自
分
の

も
、
限
ら
れ
た
字
数
の
中
で
い
か
に
自
分
の

想
い
を
伝
え
ら
れ
る
か
が
大
事
で
あ
る
。
そ

想
い
を
伝
え
ら
れ
る
か
が
大
事
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
や
表
現
技
法

の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
や
表
現
技
法

を
使
う
の
か
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。「
た
か

を
使
う
の
か
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。「
た
か

が
百
字
、
さ
れ
ど
百
字
」な
の
だ
。

が
百
字
、
さ
れ
ど
百
字
」な
の
だ
。

　
文
中
に
不
必
要
な
言
葉
が
あ
っ
た
り
一
文

　
文
中
に
不
必
要
な
言
葉
が
あ
っ
た
り
一
文

が
長
す
ぎ
た
り
す
る
と
、
作
者
の
想
い
は
十

が
長
す
ぎ
た
り
す
る
と
、
作
者
の
想
い
は
十

分
に
伝
わ
ら
な
い
。
ぜ
ひ
、
書
き
終
わ
っ
た

分
に
伝
わ
ら
な
い
。
ぜ
ひ
、
書
き
終
わ
っ
た

後
に
、
余
計
な
言
葉
は
な
い
か
、
必
要
な
情

後
に
、
余
計
な
言
葉
は
な
い
か
、
必
要
な
情

報
は
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
目
で
読
み

報
は
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
目
で
読
み

返
し
て
欲
し
い
。
よ
い
作
品
に
す
る
た
め
に

返
し
て
欲
し
い
。
よ
い
作
品
に
す
る
た
め
に

も
効
果
的
な
作
業
で
あ
る
。
一
方
、
書
き
出

も
効
果
的
な
作
業
で
あ
る
。
一
方
、
書
き
出

し
は
よ
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
一

し
は
よ
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
一

文
で
焦
点
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
作
品
も
あ
っ

文
で
焦
点
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
作
品
も
あ
っ

た
。
書
き
出
し
と
同
じ
く
ら
い
最
後
の
一
文

た
。
書
き
出
し
と
同
じ
く
ら
い
最
後
の
一
文

も
重
要
だ
。
吟
味
さ
れ
た
効
果
的
な
一
文
で

も
重
要
だ
。
吟
味
さ
れ
た
効
果
的
な
一
文
で

締
め
く
く
ら
れ
る
と
、
作
者
の
想
い
が
ぐ
ん

締
め
く
く
ら
れ
る
と
、
作
者
の
想
い
が
ぐ
ん

と
際
立
ち
、
何
と
も
言
え
な
い
余
韻
を
漂
わ

と
際
立
ち
、
何
と
も
言
え
な
い
余
韻
を
漂
わ

せ
る
作
品
に
な
る
。

せ
る
作
品
に
な
る
。

　
一
つ
一
つ
の
作
品
か
ら
、
そ
こ
に
書
か
れ

　
一
つ
一
つ
の
作
品
か
ら
、
そ
こ
に
書
か
れ

て
い
る
人
物
や
風
景
が
想
像
で
き
る
。
こ
れ

て
い
る
人
物
や
風
景
が
想
像
で
き
る
。
こ
れ

か
ら
も「
書
く
」こ
と
を
通
し
て
、
自
分
自
身

か
ら
も「
書
く
」こ
と
を
通
し
て
、
自
分
自
身

や
自
分
の
周
り
に
目
を
向
け
、
た
く
さ
ん
の

や
自
分
の
周
り
に
目
を
向
け
、
た
く
さ
ん
の

「
あ
り
が
と
う
」を
伝
え
て
い
っ
て
欲
し
い
。

「
あ
り
が
と
う
」を
伝
え
て
い
っ
て
欲
し
い
。

　
来
年
度
も
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

　
来
年
度
も
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
優
秀
賞
・
佳
作
の
作
品

お
り
ま
す
。
な
お
、
優
秀
賞
・
佳
作
の
作
品

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
償
却
資
産
の
申
告
に
は
、
電
子
申
告
ｅ
Ｌ

　
償
却
資
産
の
申
告
に
は
、
電
子
申
告
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）を
ご

Ｔ
Ａ
Ｘ（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

活
用
く
だ
さ
い
。

　
償
却
資
産
と
は
、
法
人
や
個
人
が
、
工
場

　
償
却
資
産
と
は
、
法
人
や
個
人
が
、
工
場

や
商
店
、
農
業
・
漁
業
な
ど
の
事
業
の
た
め

や
商
店
、
農
業
・
漁
業
な
ど
の
事
業
の
た
め

に
用
い
て
い
る
構
築
物
や
機
械（
太
陽
光
発

に
用
い
て
い
る
構
築
物
や
機
械（
太
陽
光
発

電
設
備
を
含
む
）お
よ
び
装
置
、
船
舶
、
工

電
設
備
を
含
む
）お
よ
び
装
置
、
船
舶
、
工

具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
を

具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
を

い
い
、
土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資

い
い
、
土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

※※��

個
人
が
設
置
し
た

個
人
が
設
置
し
た
1010
㎾㎾
以
上
の
売
電
を
行
う
太
陽

以
上
の
売
電
を
行
う
太
陽

光
発
電
設
備
は
対
象
と
な
り
ま
す（
法
人
の
場
合

光
発
電
設
備
は
対
象
と
な
り
ま
す（
法
人
の
場
合

は
発
電
量
、
売
電
す
る
し
な
い
を
問
わ
ず
対
象
と

は
発
電
量
、
売
電
す
る
し
な
い
を
問
わ
ず
対
象
と

な
り
ま
す
）。

な
り
ま
す
）。

　
償
却
資
産
を
所
有
す
る
人
は
、
令
和
７
年

　
償
却
資
産
を
所
有
す
る
人
は
、
令
和
７
年

１
月
１
日
現
在
の
資
産
状
況
の
申
告
が
必
要

１
月
１
日
現
在
の
資
産
状
況
の
申
告
が
必
要

で
す
。
申
告
書
は

で
す
。
申
告
書
は
1212
月
下
旬
に
送
付
し
ま

月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

す
。
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※※��

次
の
も
の
は
償
却
資
産
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

次
の
も
の
は
償
却
資
産
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
せ
ん
。

◦◦��

鉱
業
権
・
漁
業
権
・
特
許
権
な
ど
の
よ
う
な
無
形

鉱
業
権
・
漁
業
権
・
特
許
権
な
ど
の
よ
う
な
無
形

固
定
資
産

固
定
資
産

◦◦��

自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

る
車
両
る
車
両

◦◦��
屋
根
材
と
し
て
家
屋
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
太
陽

屋
根
材
と
し
て
家
屋
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
太
陽

光
発
電
設
備

光
発
電
設
備

※※��
申
告
書
に
は
、
個
人
番
号
お
よ
び
法
人
番
号
の
記

申
告
書
に
は
、
個
人
番
号
お
よ
び
法
人
番
号
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
参
書
類

本
人
が
提
出
す
る
場
合

本
人
が
提
出
す
る
場
合

●●��

番
号
の
確
認
で
き
る
書
類（
個
人
番
号

番
号
の
確
認
で
き
る
書
類（
個
人
番
号

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

代
理
人
が
提
出
す
る
場
合

代
理
人
が
提
出
す
る
場
合

●●��

委
任
状
な
ど
の
代
理
権
の
確
認
で
き
る
書

委
任
状
な
ど
の
代
理
権
の
確
認
で
き
る
書

類（
税
理
士
、
税
理
士
法
人
の
場
合
は
税

類（
税
理
士
、
税
理
士
法
人
の
場
合
は
税

務
代
理
権
限
証
書
）

務
代
理
権
限
証
書
）

●●��

代
理
人
の
身
元
確
認
で
き
る
書
類（
個
人

代
理
人
の
身
元
確
認
で
き
る
書
類（
個
人

番
号
カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証
・
障
害
者
手

番
号
カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証
・
障
害
者
手

帳
な
ど
、
顔
写
真
付
き
で「
氏
名
お
よ
び

帳
な
ど
、
顔
写
真
付
き
で「
氏
名
お
よ
び

生
年
月
日
」ま
た
は「
氏
名
お
よ
び
住
所
」

生
年
月
日
」ま
た
は「
氏
名
お
よ
び
住
所
」

の
確
認
で
き
る
書
類
）

の
確
認
で
き
る
書
類
）

※※��

顔
写
真
付
き
の
書
類
の
な
い
場
合
は
健
康
保
険

顔
写
真
付
き
の
書
類
の
な
い
場
合
は
健
康
保
険

証
・
年
金
手
帳
な
ど

証
・
年
金
手
帳
な
ど

※
代
理
人
が
税
理
士
の
場
合
：
税
理
士
証
票

※
代
理
人
が
税
理
士
の
場
合
：
税
理
士
証
票

※※��

代
理
人
が
税
理
士
法
人
の
場
合
：
社
員
税
理
士
ま

代
理
人
が
税
理
士
法
人
の
場
合
：
社
員
税
理
士
ま

た
は
所
属
税
理
士
の
税
理
士
証
票

た
は
所
属
税
理
士
の
税
理
士
証
票

※※��

代
理
人
が
法
人
の
場
合
：
登
記
事
項
証
明
書
お
よ

代
理
人
が
法
人
の
場
合
：
登
記
事
項
証
明
書
お
よ

び
社
員
証
な
ど

び
社
員
証
な
ど

●●��

申
告
者
の
番
号
の
確
認
で
き
る
書
類（
申

申
告
者
の
番
号
の
確
認
で
き
る
書
類（
申

告
者
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
お
よ
び
通

告
者
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
お
よ
び
通

知
カ
ー
ド
な
ど
の
コ
ピ
ー
）

知
カ
ー
ド
な
ど
の
コ
ピ
ー
）

※※��

独
自
の
電
算
方
式
に
よ
る
申
告
の
場
合
は
、
全
資

独
自
の
電
算
方
式
に
よ
る
申
告
の
場
合
は
、
全
資

産
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

産
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※※��

郵
送
で
申
告
を
す
る
人
で
、
控
え
が
必
要
な
場
合

郵
送
で
申
告
を
す
る
人
で
、
控
え
が
必
要
な
場
合

は
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

は
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
／
令
和
７
年
１
月
31
日

提
出
先

　
税
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

　
税
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

地
域
セ
ン
タ
ー

地
域
セ
ン
タ
ー

●●��

申
告
書
の
提
出
は
、
便
利
な
電
子
申
告
ｅ

申
告
書
の
提
出
は
、
便
利
な
電
子
申
告
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　

http://w
w
w
.eltax.lta.go.jp

http://w
w
w
.eltax.lta.go.jp

市
内
で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
人

市
内
で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
人

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告
が
必
要
で
す

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告
が
必
要
で
す
　
税
務
課

�

☎
33
ー
１
０
２
３
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出し手（所有者） 受け手（担い手）機構へ
貸付け

機構から
借受け

農地中間
管理機構

（千葉県園芸協会）

借受け
貸付け

南
房
総
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
申
込
み

地
域
計
画
の
担
い
手
お
よ

び
中
間
管
理
事
業
の
登
録

経営規模拡大の実現
・新たに農地を借りたい
・集約，集積したい
・新規就農したい

・農地を貸したい
・経営を縮小せざるを
��得ない
・離農したい

　令和７年３月末で農用地利用集積計画に基づく相対の利用権設定（利用権設定事業）はできなくなり、
令和７年４月から貸借方法は、農地中間管理事業と農地法第３条に基づく申請の2種類となります。
※現時点で策定済の地域計画内では、既に利用権設定事業は廃止
　また、地域計画が策定された地域の中で、農地中間管理事業を通じて農地の貸借ができるのは、原
則として、目標地図に登載された担い手（農業者）のみとなります（目標地図の担い手は随時追加・変更
が可能です）。

　農地中間管理機構（千葉県園芸協会）を通じて、農地の貸借をおこない、農地の集積・集約化、農業
経営の規模拡大、新規参入などによる農用地などの効率的利用を促進し、農業の生産性の向上を図る
事業です。
　農地中間管理機構が、農地を貸したい人から農地を預かり、借りたい人へ農地の貸し出しを行いま
す。市では（一財）南房総農業支援センターが、その業務の一部を受託し行っており、窓口となります。

　農地の貸借にかかる賃料の徴収や支払いは原則として、農地中間管理機構が行います。
　農地中間管理事業を通じて農地を貸したい人、借りたい人は、 （一財）南房総農業支援センターまた
は千葉県園芸協会までお問合せ下さい。

〈問い合わせ先〉� 市農林水産部地域資源再生課� ☎３３－１０７３
� 一般財団法人南房総農業支援センター� ☎２８－４５９５
� 公益社団法人千葉県園芸協会� ☎０４３－２２３－３０１１

〈令和6年度の利用権設定事業の期限〈令和6年度の利用権設定事業の期限〉〉

農地中間管理事業とは農地中間管理事業とは

令和７年1月２０日（月）が最終締め切り令和７年1月２０日（月）が最終締め切りとなります。となります。
以降、利用権設定事業による新規の農地貸借はできなくなります（更新も不可）。以降、利用権設定事業による新規の農地貸借はできなくなります（更新も不可）。
利用権設定事業での貸借をお考えの人は、お早めに必要書類をご提出下さい。利用権設定事業での貸借をお考えの人は、お早めに必要書類をご提出下さい。

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

農地中間管理事業

利用権設定事業 　※地域計画未策定の
　　地域はＲ７．３末まで

農地法3条による
貸借および所有権移転

地域計画の区域内で重点的に事業実施

継続（相対での貸借や売買は農地法３条で実施）

地域計画策定後廃止

農
地
の
権
利
設
定

農地の貸借の仕組みが変わります農地の貸借の仕組みが変わります
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が
、
先
行
し
て
２
試
合
勝
利
す
る
こ
と
）

と
い
う
見
事
な
結
果
で
し
た
。

　

令
和
６
年
度
第
42
回
千
葉
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大
会（
団
体
選
手
権
大
会
）

が
10
月
20
日
フ
ク
ダ
電
子
ヒ
ル
ス
コ
ー
ト

（
千
葉
市
）で
開
催
さ
れ
、
安
房
支
部
代
表

と
し
て
出
場
し
た
南
房
総
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
男
子
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
各
支
部
の
予
選
を
勝
ち
上

が
っ
た
32
校
と
１
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
県
内
33

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
初
戦
か
ら
決
勝
ま
で
順
調
に
勝

ち
進
み
、
決
勝
で
も
村
上
東
中（
八
千
代
支

部
）に
対
し
、
危
な
げ
な
い
試
合
を
展
開
し
、

ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
本
大
会
全
て
の
試
合
で
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち（
団
体
戦
は
３
ペ
ア
に
よ
る
試

合
形
式
で
２
試
合
先
取
す
る
ル
ー
ル
で
す

　

令
和
６
年
度
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

団
体
戦
で
は
、
あ
と
少
し
の
と
こ
ろ
で
関
東

大
会
を
逃
し
た
同
校
、
そ
の
後
、
８
月
に
招

待
さ
れ
た
茂
原
オ
ー
プ
ン
団
体
戦
で
優
勝
、

10
月
に
招
待
さ
れ
た
北
総
大
会
団
体
戦
で
３

位
と
、
し
っ
か
り
と
実
戦
経
験
を
積
ん
だ
上

で
こ
の
大
会
に
臨
み
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
日
の
表
敬
訪
問
に
よ
る
優
勝
報
告
会
で

は
、
石
井
市
長
か
ら「
素
晴
ら
し
い
結
果
が
出

て
、
大
変
よ
か
っ
た
。
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
他
校
と
比
較
す
る
と
、
部
員
数
も
少
な
い

と
思
う
が
、
そ
の
中
で
も
こ
の
成
績
が
残
せ

た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ
か
ら
県
内
中

学
・
チ
ー
ム
か
ら
目
標
に
さ
れ
る
立
場
に
な

る
。
来
年
以
降
も
こ
の
よ
う
な
成
績
が
残
せ

る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
全
国
で
錦
を
飾

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。」と
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
南
房
総
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
団
体
戦

出
場
メ
ン
バ
ー
】

菅
原
悠
一
朗（
２
年
）、
立
川
武
尊（
２
年
）、

髙
橋
春
希（
２
年
）、�

波
々
壁
寿
伊（
２
年
）、

山
口
伊
吹（
２
年
）、�

石
井
柚
希（
２
年
）、

植
木
結
翔（
２
年
）、�

前
田
彬
成（
１
年
）

県
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
新
人
大
会
団
体
戦

県
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
新
人
大
会
団
体
戦

南
房
総
中
男
子
が
初
優
勝

南
房
総
中
男
子
が
初
優
勝

祝祝
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10
月
19
日
に
、
乳
牛
の
体
格
な
ど
を
競

う「
第
22
回
安
房
郡
市
乳
牛
共
進
会
」が
Ｊ

Ａ
安
房
本
店
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
共
進
会
は
、
安
房
地
域
の
酪
農
の
活

性
化
を
目
的
と
し
、
第
70
回
千
葉
県
乳
牛

共
進
会
の
予
選
を
兼
ね
る
も
の
で
す
。
市
か

ら
は
、
朝
夷
地
区
の
８
農
家
１
校
か
ら
計

23
頭
が
出
品
さ
れ
、
合
同
会
社
フ
ァ
ー
ム

イ
ケ
ダ
の
第
１
部
出
品
牛
が
未
経
産
の
部

名
誉
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

各
部
で
代
表
に
選
出
さ
れ
た
人
は
次
の

と
お
り
で
、
11
月
14
日
に
千
葉
県
家
畜
市

場
で
行
わ
れ
た
第
70
回
千
葉
県
乳
牛
共
進

会
に
お
い
て
、
安
房
拓
心
高
等
学
校
の
第

1
部
出
品
牛
が
未
経
産
の
部
準
名
誉
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
永
年
に
わ
た
り

市
政
に
貢
献
さ
れ
た
人
を
功
労
表
彰
、
多

額
の
寄
付
を
さ
れ
た
人
を
善
行
表
彰
し
ま

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

功
労
表
彰

介
護
認
定
審
査
会
委
員

　
岡
山　
貢
一（
千
倉
地
区
）

　
佐
々
木
祐
介（
鴨
川
市
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
・
民
生
委

員
・
児
童
委
員
・
介
護
保
険
事
業
運

営
協
議
会
委
員

　
嶋
田　
　

�

（
富
山
地
区
）

市
定
期
表
彰
式
を

市
定
期
表
彰
式
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

（
同
）フ
ァ
ー
ム
イ
ケ
ダ（
和
田
）が

名
誉
賞
を
受
賞

受賞者代表謝辞を述べる岡山貢一さん

交
通
指
導
員

　
進　
　
　
剛（
千
倉
地
区
）

　
小
柴　
芳
美（
丸
山
地
区
）

　
川
上　
　
勝（
丸
山
地
区
）

　
尾
形　
美
紀（
丸
山
地
区
）

善
行
表
彰

寄
附
者

　
株
式
会
社
新
昭
和（
君
津
市
）

　
池
田　
幸
雄（
和
田
地
区
）

　
渡
辺
パ
イ
プ
株
式
会
社（
東
京
都
）

　
株
式
会
社
ホ
テ
ル
三
日
月（
木
更
津
市
）

　
株
式
会
社
こ
が
ね（
館
山
市
）

　
株
式
会
社
地
質
士（
館
山
市
）

表彰された皆さん

　
有
限
会
社
鴨
川
タ
ク
シ
ー
（
鴨
川
市
）

　

�

コ
ー
ン
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・

リ
ミ
テ
ッ
ド（
東
京
都
）

　

�

コ
ー
ン
ズ
・
モ
ー
タ
ー
ス
株
式
会
社（
東

京
都
）

　
株
式
会
社
Ｃ
．
Ｐ
．
Ｓ（
東
京
都
）

　

�

コ
ー
ン
ズ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社（
東

京
都
）

　
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
株
式
会
社（
東
京
都
）

　
Ｂ
２
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社（
東
京
都
）

　
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
東
京
都
）

　
株
式
会
社
大
松
建
設（
成
田
市
）

第
１
部　

�（
同
）フ
ァ
ー
ム
イ
ケ
ダ（
１
席
・

和
田
）

　
　
　
　

�

安
房
拓
心
高
等
学
校（
２
席
・
和
田
）

第
２
部　
石
井
智
規
さ
ん（
１
席
・
和
田
）

　
　
　
　
水
野
圭
一
さ
ん（
３
席
・
和
田
）

第
３
部　

�（
同
）フ
ァ
ー
ム
イ
ケ
ダ（
１
席
・

和
田
）

第
４
部　
石
井
智
規
さ
ん（
１
席
・
和
田
）

第
５
部　

�（
同
）フ
ァ
ー
ム
イ
ケ
ダ（
３
席
・

和
田
）

第
６
部　

�

安
房
拓
心
高
等
学
校（
１
席
・
和
田
）

第
７
部　

�

該
当
な
し

第
８
部　
石
井
智
規
さ
ん（
２
席
・
和
田
）

第
９
部　

�（
同
）フ
ァ
ー
ム
イ
ケ
ダ（
１
席
・

和
田
）　

第
10
部　

�

安
房
拓
心
高
等
学
校（
２
席
・
和
田
）

　
　
　
　
水
野
圭
一
さ
ん（
３
席
・
和
田
）集合写真
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観
光
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
安
定
的
、

持
続
的
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
南
房

総
市
観
光
協
会
か
ら
宿
泊
税
の
導
入
の
提

案
が
あ
り
、
市
で
は
、
学
識
経
験
者
な
ど

で
組
織
す
る
宿
泊
税
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
、
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

10
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
検
討

委
員
会
で
は
、「
県
へ
の
要
望
お
よ
び
広
域
連

携
の
経
過
報
告
」、「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報

告
」、「
検
討
中
の
自
治
体
の
状
況
」、「
使
途
の

検
討
」、「
税
制
度
設
計
の
検
討
」に
つ
い
て
検

討
さ
れ
ま
し
た
。

　

使
途
の
検
討
で
は
市
が
宿
泊
事
業
者
の

意
見
を
集
め
作
成
し
た「
地
域
の
魅
力『
南

房
総
ら
し
さ
』の
磨
き
上
げ（
花
畑
の
再
生
な

ど
）」「
南
房
総
の
観
光
の
強
力
な
ウ
リ（
目

玉
）の
創
出（
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
な

ど
）」「
教
育
旅
行
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」

「
観
光
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

人
材
確
保
」「
宿
泊
施
設
の
改
修
費
」な
ど
の

使
途
案
が
、
委
員
の
多
く
か
ら
賛
同
を
得

ら
れ
ま
し
た
。

　

税
制
度
設
計
の
検
討
で
は
、「
県
の
宿
泊

税
の
使
途
と
し
て
、
市
へ
の
支
援
方
法
お
よ

び
支
援
金
額
が
未
定
で
あ
る
た
め
市
の
税

額
を
検
討
で
き
な
い
。
県
が
ど
の
よ
う
な
分

　

10
月
17
日
に
千
倉
地
区
複
合
施
設
建
設

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
に
は
、
市
長
、
地
元
区
長
な
ど
関

係
者
約
40
人
が
出
席
し
て
工
事
の
無
事
を

祈
り
ま
し
た
。

　

建
設
す
る
施
設
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
図
書
館
の
複
合
施
設
で
、
令
和
８

年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
課　
☎
46�

―�

２
９
６
３

　

地
域
の
健
康
づ
く
り
と
食
生
活
改
善
に

尽
力
し
た
と
し
て
、
市
保
健
推
進
員
協
議

千
倉
地
区
複
合
施
設

千
倉
地
区
複
合
施
設

建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
を

建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

栄
養
関
係
功
労
者
厚
生
労
働

栄
養
関
係
功
労
者
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞

大
臣
表
彰
を
受
賞

第
３
回
宿
泊
税
検
討
委
員
会

第
３
回
宿
泊
税
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

安全祈願祭

市長、副市長を表敬訪問した髙梨節子さん

配
を
す
る
の
か
、
県
の
動
き
を
見
て
検
討

委
員
会
を
再
開
す
る
方
が
現
実
的
で
は
な

い
か
。」な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
次
回
の
会
議
は
、
千
葉
県

の
支
援
方
法
お
よ
び
支
援
金
額
が
具
体
的

に
な
る
ま
で
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
会
議
録
や
次
回
の
会
議
開
催
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

検討委員会の様子

会
会
長
の
髙
梨
節
子
さ
ん
が
栄
養
関
係
功

労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
栄
養
改

善
や
食
生
活
改
善
事
業
に
尽
力
し
、
そ
の

功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

髙
梨
さ
ん
は
、
旧
丸
山
町
保
健
推
進
員

協
議
会
、
南
房
総
市
保
健
推
進
員
協
議
会
、

安
房
保
健
所
管
内
食
生
活
改
善
協
議
会
、

千
葉
県
の
食
生
活
改
善
協
議
会
の
会
長
を

歴
任
し
、
会
員
の
資
質
向
上
と
食
生
活
改

善
組
織
間
の
連
携
強
化
を
図
り
、
食
生
活

改
善
か
ら
の
健
康
づ
く
り
の
向
上
・
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
か
ら
は
髙
梨
さ
ん
が
選
ば
れ
、
福
島

県
で
行
わ
れ
た
全
国
食
生
活
改
善
大
会
の

席
上
、
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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有料広告 有料広告

　

お
子
さ
ん
の
多
い
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を

減
ら
す
た
め
、
第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
を

無
料
に
し
ま
す
。
無
料
化
の
対
象
に
な
る
保
護

者
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
お
早
め

に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
申
請
で
無
料
に
な
る
学
校
給

食
費
は
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月

分
で
す
。

対
象
に
な
る
保
護
者

　

次
の
要
件
①
～
④
全
て
満
た
し
て
い
る
保
護

者①
子
ど
も
を
３
人
以
上
扶
養
し
て
い
る
。

②�

扶
養
し
て
い
る
子
の
う
ち
、
上
か
ら
３
番
目

以
降
の
お
子
さ
ん
が
、
南
房
総
市
立
の
小
中

学
校
で
、
学
校
給
食
の
提
供
を
受
け
て
い
る
。

③�

生
活
保
護
や
就
学
援
助
な
ど
に
よ
り
学
校
給

食
費
の
援
助
を
受
け
て
い
な
い
。

④
学
校
給
食
費
に
滞
納
が
な
い
。

申
請
期
限
／
令
和
７
年
３
月
31
日

申
請
方
法

　

申
請
書
と
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証
の
写
し

を
、
教
育
総
務
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
や
制
度
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

　
教
育
総
務
課　
☎
46�

―�

２
９
６
１

◆おはなし会のよてい◆　絵本の読み聞かせに行ってみよう！楽しいよ！
名　称 と　き ところ

読み聞かせ教室 １月11日 10：00 ～ 11：00 和田地域福祉センター「やすらぎ」
千倉おはなし会「しおまねき」 １月11日 10：30 ～ 11：15 市図書館
とみうら絵本だいすきの会 １月12日 11：00 ～ 11：30 とみうら枇杷倶楽部
絵本おはなし会 １月18日 10：00 ～ 11：00 丸山公民館
おはなしのたね １月18日 10：00 ～ 11：30 三芳農村環境改善センター
おはなしだいすき「あひるの会」 １月18日 10：30 ～ 11：30 富山岩井コミュニティセンター

親子きずなの教室（両親学級） 　申込締切　１／16
おやこ交流会　申込締切　１／22

●乳児相談・幼児健診・教室 　 　子ども家庭支援室　☎４６－３１１２
内容 項　目 対象児または内容 と　き ところ

乳
・
幼
児
相
談

４か月児相談 令和６年８月生まれ
１月 23日

受付 13：50～ 14：00

三芳保健福祉
センター

９か月児相談 令和６年３月生まれ 受付 13：00～ 13：10

１歳６か月児
健康診査

令和５年６月までに
生まれた２歳未満 １月 16日

個別で通知します
３歳児健康診査 令和３年８月までに

生まれた４歳未満 １月 10日

こ
そ
だ
て

親子きずなの教室
（両親学級） 赤ちゃんのお世話・沐浴実習 １月 19日 ９：30～ 11：30

（9：15～ 9：30受付）

おやこ交流会 子育ておしゃべりひろば
～知りたい��子どもへのかかわり方～ １月 29日 10：15～ 11：00

（10：00受付）
子ども家庭
支援センター
オレンジ

第
３
子
以
降
学
校
給
食
費
無

料
化
の
申
請
は
お
早
め
に

令和
6年度
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　今月の行事をお知らせします。
　また、子育て相談、幼児相談、ことばの相談などは、
随時受け付けています。お気軽にご相談ください。

にこにこひろばにこにこひろば
休館日　　休館日　　土曜・日曜日・祝日・年末年始土曜・日曜日・祝日・年末年始
場所� 南房総市立富浦子ども園場所� 南房総市立富浦子ども園
開館時間� 10：00～15：00（月曜日～金曜日）開館時間� 10：00～15：00（月曜日～金曜日）

　にこにこひろばでは、親子が気軽に遊んだり、交流し
たりして、仲間づくりをします。子育てについてわからな
いことや、困っていることはスタッフが相談に応じます。
　０歳から就園前までのお子さんをお待ちしています。

�� お願い…教室ほかイベントは、市内に住所がある人が対象です。申し込みが必要な行事は締め切りまでに申し込みくだい。

12 月 1 月こ そ だ て

と　き ところ

12月27日 10：00
～ 15：00 白浜コミュニティセンター

１月９日

10：00
～ 15：00

三芳保健福祉センター
１月15日 千倉保健センター
１月17日 富山子ども園
１月22日 富山岩井コミュニティセンター

１月23日 9：00
～ 14：00 嶺南子ども園

　お子さんのことばについて気になることがあり
ましたらことばの先生が相談を受けてくれます。
お気軽にご連絡ください。　�
と　　き　１月７日　９：30～16：00
と こ ろ　三芳保健福祉センター��２階　集会室

ことばの相談 予約制　スタッフが子ども園や地域に出向いて親子の交
流と子育ての疑問などにお答えする「園庭開放に伴
う子育て相談」や「出張にこにこひろば」を開設しま
す。お気軽にご利用ください。

出張ひろば

　お子さんに関する心配や悩みなどがありました
ら公認心理師が相談を受けてくれます。お気軽に
ご連絡ください。
と　　き　12月26日��10：00～14：45　
� １月８日��10：00～14：45
と こ ろ　富浦子ども園　一時預かり室

幼児相談 予約制

　誕生月のお子さんをみんなでお祝いします。
対　　象　12月生まれのお子さん
と　　き　12月26日　11：15～
と こ ろ　富浦子ども園　在宅交流室　
締め切り　12月25日�

お誕生会 予約制

　体操の先生と一緒に身体を動かして遊びます。
対　　象　歩けるお子さん
と　　き　１月９日　10：00～11：00�
と こ ろ　三芳保健福祉センター
　　　　　（南房総市谷向116－2）
締め切り　１月８日　

親子体操教室 予約制

　親子遊びや、製作などを紹介します。お友だち
づくりの場にもなっています。
定　　員　各回　10組程度
※教室の前日までにお申し込みください

にこにこ教室　 予約制

子ども家庭支援室 ほのぼの
申 　 問  ☎４0－５111

対　象　児 と　き・ところ

（ひよこ組）R6.4.2～R7.4.1生まれ
（りす組）R5.4.2～R6.4.1生まれ

12月27日
白浜コミュニ
ティセンター
１月22日
富山岩井コミュ
ニティセンター

10：00
～

10：45

（うさぎ組）R4.4.2～R5.4.1生まれ
（くま組）R3.4.2～R4.4.1生まれ
（ぞう組）R2.4.2～R3.4.1生まれ

１月15日
千倉保健
センター

　地域に開かれた子ども園を目指して市内の５つの子
ども園で月曜日から金曜日の保育中に、在宅の保護者
や子どもたちとの交流の機会を設けたり遊びながら子
育ての疑問などにお答えできるような活動を行ってい
ます。お気軽にご利用ください。

子ども園に遊びに来ませんか
～子ども園の地域活動について～

子ども園 問い合わせ
富浦子ども園 ☎３３－４５８１
富山子ども園 ☎５７－３３３５
三芳子ども園 ☎２９－５６１１
千倉子ども園 ☎４４－０７０３
嶺南子ども園 ☎４６－２００２



24 2024年12月号

図書館　　☎�４０－１１２０
開館時間　９：００～１７：００
（水曜のみ��９：００～１９：００）
休館日　　月曜日・祝日・年末年始図書館だより図書館だより

〒295-0004　南房総市千倉町瀬戸2340-5　https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000007208.html

　　

＜一般書＞
・青い絵本� 　桜木　紫乃
・憧れ写楽� 　谷津　矢車
・こぼれ落ちる欠片のために� 　本多　孝好
・坂の中のまち� 　中島　京子
・雫� 　寺地はるな
・死神� 　田中　慎弥
・チェーン・ディザスターズ� 　高嶋　哲夫
・もの想う時、ものを書く� 　山田　詠美
・蔦屋重三郎　時代を変えた江戸の本屋
　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　俊幸
・ルポ京アニ放火殺人事件　　朝日新聞取材班

＜児童書＞
・あ、あな！　� チョーヒカル
・いかあげたこあげ� 高畠じゅん子
・おかえりなさい、スノーマン

マイケル・フォアマン
・いつまでもともだち� 　仁科　幸子
・ぼくたちは宇宙のなかで　カチャ・ベーレン
・SNS時代のメディアリテラシー�　山脇　岳志
・「植物」をやめた植物たち� 　末次　健司
・月探査の大研究� 　佐伯　和人
・ブリタニカビジュアル大図鑑� 　ＮＨＫ出版
・水の一生図鑑� 　林　　良博

●●●●●●● 新着図書紹介 ●●●●●●●

�� 毎週水曜日（祝日を除く）は、19時まで開館しています。皆さんのご利用をお待ちしています。

※10月中に新刊本は３１３冊入りました。

秋の図書館イベント　図書館で笑いましょう開催
　笑いと歓声につつまれた１日となりました

　11月24日に南房総三龍亭のみなさんをお招きし、「図書館で笑いましょう」をテーマにイベントを開催しま
した。午前の部、午後の部ともに小学生による初々しいキッズ落語にはじまり、落語、中入りを経て、里
見八犬伝を主とした迫力ある講談が繰り広げ
られました。プロジェクターによる登場人物
の紹介や場面の説明により、とてもわかりや
すい内容で、初めて講談を聴いた参加者から
も「想像よりもわかりやすく、迫力があって楽
しめた。また聴きたい」といった感想が聞けま
した。
　またテラスでのティータイムでは多くの方
にゆっくりとした時間をすごしていただき、
また古本市では１75冊の図書が有効活用す
ることができました。
　南房総三龍亭の方々をはじめ、参加してい
ただきました皆様、誠にありがとうございま
した。図書館は、これからも幅広い年代の人
に利用していただけるきっかけとなるような
イベントを開催していきたいと思っています。

12月の特設コーナー
　現在の特設コーナーのテーマは「クリスマス」と「年末特集」です。クリスマスに関する図書や、年末の大掃除
やお正月のお節料理に役立つ図書を集めています。どうぞご活用ください。

寄　席

ティータイム

キッズ落語

古本市

年末年始は、12月29日から1月3日まで休館します。休館中の本の返却は、返却
ポストをご利用ください。休館のお知らせ
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� �

　　　　　　

� �
そ
う
だ
ん

年金、保険などの国の行政全般に
関する意見や要望
と　き・ところ
１月24日　13：30～16：00　
　三芳農村環境改善センター
　秘書広報課

� ☎３３－１００２

行政相談
税（所得税、法人税、相続税など）
に関する無料相談です。今回は予
約は不要です。
と　き／１月７日　10:00～15:00
ところ／法青会館
　税理士会館山支部

� ☎２３－４１３２

税務支援相談
介護・福祉・生活のことや権利擁
護などの相談
と　き／全地区�８：30～17：00
� �平日（祝日･年末年始を除く）
地　区／名称／連絡先
富浦･富山／あんしんセンター富浦
･富山／☎２０－４５００
三芳／あんしんセンター三芳／
� ☎２９－３３５５
白浜･千倉（土曜日も開設）／あんし
んセンター白浜･千倉／
� ☎２９－３７１１
丸山･和田／あんしんセンター丸山
･和田／☎２８－４１６６

高齢者の総合相談窓口

里親制度についての相談。里親の
ことを知りたい、応援・支援した
いなどの相談にも応じます。
と　き／月～金曜日の
� � ９：00～17：00
　�子ども家庭サポートセンター
ちば（オレンジの会）　　　

� ☎２８－４２８８

里親相談

多重債務相談、サービス・商品に
関する相談・苦情
と　き／１月14日
� １月30日��※高齢者優先�
� 10：45～16：00

　 　商工課�☎３３－１０９２
※�電話による相談：消費生活相談
専用番号
　☎３３－４３００へ
※�相談日以外の電話相談：千葉県
消費者センター
　☎０４７－４３４－０９９９へ

消費者相談 予

いじめ、家庭内の問題に関する相談
と　き・ところ
１月10日　13：30～16：00　
　富山岩井コミュニティセンター
１月15日　13：30～16：00
　ちくら介護予防センター｢ゆらり｣
　市民課　☎３３－１０５１

人権相談

予 ／予約制

不動産に関する登記手続案内
と　き／毎週火・木曜日�
� �９：00～16：00

　 　千葉地方法務局館山支局
� ☎２２－０６２０

　電話による
　　　登記手続相談

予

予

相続など司法書士に相談できます。
と　き／１月16日
� �13：00～16：40
ところ／三芳農村環境改善センター
申込期間／ 12月20日から
定　員／５人�※先着順

　 　社会福祉協議会
� ☎２９－３７２９

  法律相談 予

　　

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

（第３期）
（第６期）
（第６期）
（第６期）

納期限12月２5日の う ぜ い

※お支払いには口座振替が便利です。

マイナンバーカード夜間・休日交付
予約制

　平日の午前８時30分から午後５時までの間
に、カードの受取り場所へ事前にご予約くだ
さい。
次回の夜間休日交付
２月の休日交付／２月９日　
� 夜間交付／２月27日

　 　��富浦・富山・三芳地区に
� お住まいの人　
� ▶市民課　☎３３－１０５１
� 白浜・千倉・丸山・和田地区に
� お住まいの人
� ▶朝夷行政センター　☎４４－１１１１

市ホームページ

９人
56人
64人
57人

総人口　34,146 人（－40）
　男　　16,386 人（－ 21）
　女　　17,760 人（－19）
世帯数　16,894世帯（+７）

出生
死亡
転入
転出

じ ん こ う 11月1日時点11月1日時点（前月比）（前月比）

オンラインでも実施しています
オンライン相談の日程
や申込みについては、
右記の二次元コード
からご確認ください。
（予約制です）
　千葉行政監視行政相談センター

� ☎０４３－２４４－１１００

有料広告
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　医師などの免許を有する医療関係資格者について
は、２年ごとの12月31日現在の事項について届出を
行うことが義務付けられており、本年は実施年となり
ます。医療関係資格者の人は、令和７年１月１５日ま
でに管轄保健所への届出（オンライン届出をした場合
は、除く）を忘れずに行ってください。届出用紙は、
安房保健所（安房健康福祉センター）・鴨川地域保健
センターで配布しています。
　なお、医師・歯科医師・薬剤師の届出票については
厚生労働省ホームページから、そのほか資格者の届出
用紙については県ＨＰからダウンロードできます。
　また、令和４年度より厚生労働省の新システム「医
療従事者届出システム」によるオンライン届出が可能
（医師、歯科医師、薬剤師で医療機関などに勤務して
いない者は除く）となりましたので、ご検討ください。
および提出先

� 安房保健所（安房健康福祉センター）
� ☎２２－４５１１
� 鴨川地域保健センター
� ☎０４－７０９２－４５１１

市内の警報器設置率：５２％（県平均：８０％）

応募資格／平成31年４月２日～令和４年４月１日に
生まれた聴覚に障害のある幼児、言葉などに遅れが
みられる幼児
募集人数／３～５歳児　※定員を設けません
提出書類／入学願書、身体障害者手帳もしくは療育
手帳の写しまたは障害を有することを証明する診断
書、返信用封筒、そのほか必要に応じて提出する書類
＊出願書類については、館山聾分校で配付しています。
受付期間／令和７年１月30日～２月10日まで
　　　　　※土・日・祝日を除く。
受付時間／９時～16時
受付場所／�県立安房特別支援学校　館山聾分校事

務室�※郵送可
入学者選考日／令和７年２月19日
＊�入学許可候補者の発表は、３月４日９時に、県立
安房特別支援学校館山聾分校の玄関前に掲示する
とともに、本人に郵送にて通知いたします。
　県立安房特別支援学校�館山聾分校

� ☎�０４７０－２７－２４９０
� ０４７０－２７－４９５６
� 担当：教頭　森または幼稚部主事　塚野

エンディングノートとは
　エンディングノートには、「自分の望む医療、介護
を受けたい。」「認知症になっても、大切な人たちに自
分の言葉を伝えたい。」など、自分の将来への想いを
書き留めることができます。「最期をどう迎えたいか」
という希望だけでなく、これまで歩んできた人生を
振り返り、これからの人生をより充実したものにする
ために、自身の想いを記し、また、家族や大切な人
たちへ向けて、もしもの時のこと、亡くなった後のこ
と、財産のこと等を伝えることもできます。
　予期せぬ病気などで本人の希望を聴くことができ
なくても、エンディングノートがあることで家族が本
人に代わり意思決定することの負担を和らげること
ができます。
　なお、書いた内容は、いつでも変更することがで
き、遺言状のような法的な効力はありません。
　エンディングノートに併せて、『終活べんり帳』も配
付しています。いざ、エンディングノートを書こうと
思っても、中々進められない方が多くいます。『終活
べんり帳』には、エンディングノートを書くためのヒ
ントが掲載されています。ぜひ、エンディングノート
と共に手に取っていただき、ご活用ください。
配付場所／高齢者支援課（三芳分庁）
　市民課（富浦本庁）
　朝夷行政センターおよび各地域センター
　各あんしんセンター（地域包括支援センター）
　南房総市社会福祉協議会（内房支所、外房支所）
終活セミナーの支援
　市では令和５年９月に、株式会社鎌倉新書と、終
活に係る包括的な支援に関する協定を締結しました。
この協定に基づき、同社より、エンディングノートの
作成支援のほか、終活に関するセミナーの無償支援
を受けられます。セミナーの開催をご検討されてい
る団体がありましたら、高齢者支援課へご相談くだ
さい。
終活相談ダイヤルの利用
　株式会社鎌倉新書より、終活相談ダイヤル「いい
終活�相談室」が提供されています。エンディング
ノートを書いたり、セミナーに参加したりすること
で、課題、疑問など浮かびあがることがあります。
そのような時に、専門の終活相談員に電話相談する
ことができます。電話番号はエンディングノート、
終活べんり帳に記載されており、協定を締結した市
町村の住民のみが利用可能です。
　高齢者支援課　☎３６－１１５２

医療関係資格者は届出が必要です南房総市の終活支援
エンディングノート『これまでの自分とこ
れからの自分へ』・『終活べんり帳』配付

県立安房特別支援学校館山聾分校幼稚部
入学者を募集します

掲
示
板
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　県動物愛護センターが収容している譲渡対象の成
犬および成猫について、適正に最後まで飼って頂け
る人を募集しています。
　平日個別に対応いたしますので、希望される人は、
事前に来所日時のご予約をお願いします。
　なお、譲渡には条件があります。詳細は県動物愛
護センターＨＰをご確認ください。

　千葉県民が飼っている犬猫の新しい飼い主さんを
探しています。
　詳細をよくお読みになり申請してください。
※�マッチングは両者間でメールにて調整していただ
きます。

https://www.pref.chiba.lg.jp/
aigo/kainushi-bosyu-honsyo.
html

https://www.pref.chiba.lg.jp/
aigo/inu-shituke-kyoushitu.html

https://www.pref.chiba.lg.jp/
aigo/dogcat-meeting.html

県ホームページ

県ホームページ

有料広告

飼い主募集中！！（譲渡事業）

犬と猫との出会いの場を提供します

　犬のしつけ方について知っていただくため、Ｙｏｕ
Ｔｕｂｅを通じて希望者に動画を配信しています。ご
興味のある人は、当センターＨＰのちば電子申請シス
テム「犬のしつけ方教室（基礎講座）動画
配信の申し込み」からご応募ください。

犬のしつけ方方法を動画配信しています

　筋肉を鍛えましょう！！
　５年後、10年後も今と同じように元気に動ける自
信はありますか？
　筋肉量は、年齢とともに低下しやすくなりますが、
筋力トレーニングを行えば、筋肉を増やすことがで
きます。有酸素運動や筋トレを行い、運動習慣を身
に着け、生活習慣病やロコモティブシンドロームを
予防しましょう！

ところ／千倉保健センター
内　容／ストレッチや有酸素運動、筋力トレーニン
グなどの運動、体重・体脂肪率の計測、血圧測定
ロコモ予防・生活習慣病予防・食生活に関する講話
持ち物／タオル・飲み物・室内用運動靴
参加費／無料
定　員／ 25人（先着順）＊医師から運動制限を受けて
いない人
申込期限／ 12月27日

　 　健康推進課　☎３６－１１５４

と　き／１月19日　９時～14時30分
ところ／道の駅ローズマリー公園
　当日は、フラワーアレンジメント体験のほか、地元
産の花、野菜、果物、加工品、堆肥などの販売ブー
スが並ぶ予定です。
　丸山地域づくり協議会「郷づくりまるやま」も構成
団体の一つとして参加し、ガラポンくじ（午前・午後）
を実施するほか、防災食や豚汁の販売、フラワー
フォトコンテストの入賞作品の展示などを行います。
　多くの方々のご来場をお待ちしております。
　�丸山農業まつり実行委員会事務局（安房農業協
同組合丸山支店）

　　☎４６－４１１１

「楽ラク筋トレ教室」参加者募集 第14回丸山農業まつりを開催！掲
示
板

県ホームページ

【日程】　いずれも14時から15時30分まで
　　　　（受付13時30分から）
と　き 内　容
１月９日 ロコモ予防・生活習慣病予防・食生活の

講話、ロコモ度テスト

１月24日 運動講話・実技①『動きやすい体をつく
ろう～ストレッチとロコトレ～』

２月７日 運動講話・実技②『体の軸を意識しよう
～姿勢改善＆ウォーキング～』

２月21日 運動講話・実技③『脚トレ！～足腰強化
＆下半身ひきしめ～』

３月６日 運動講話・実技④『手軽に運動不足解消
～本気のラジオ体操メドレー～』

前回の農業まつりの様子
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と　き／12月22日　13：30～15：30
ところ／和田地域福祉センター「やすらぎ」
対象者／・保護者
� �・学校が苦手な子ども達
内　容／
◦保護者と子ども別々の活動です。
◦�保護者のみや子どものみの参加
でもＯＫ
◦パステルアートやプラバン作り
　交流会をします
参加費／無料

　 　親の会「だいじょうぶ」公式ＬＩＮＥから

　海水浴場の監視業務を行うライフセーバーが、夏
季に約１か月生活する施設を募集しています。
施設の場所
　白浜地域および和田地域またはその付近
条件
◦使用期間は７月中旬から８月下旬まで
◦電気、水道などが使えて通常の生活ができること
　（お風呂、トイレ、調理施設、洗濯など）
◦�白浜は20人程度、和田は10人程度寝泊まりできる
部屋が確保できること
◦主要な部屋にエアコンがあること
そのほか
　賃料などは相談による
　観光プロモーション課

� ☎３３－１０９１

親の会「だいじょうぶ」を開催します

ライフセーバーの宿舎を募集

　市所有の普通財産（土地）を一般競争入札により売
却します。購入を希望する人は、お問い合わせくだ
さい。なお、個人・法人は問いません。
入札参加申込期間／12月12日～12月25日
入札申込場所／市役所　別館１　管財契約課　
入札日時／１月20日　10：00～
　管財契約課　☎３３－１０２２

普通財産を売却します 掲
示
板

今月の表紙
千倉小３年生が市役所見学！議場を体験

　11月18日に千倉小３年生の皆さんが市役所見
学をした際に、議場で議会体験を行いました。
　思い思いの質問をし、市長に扮した職員が回
答しましたが、子どもたちは『市を良くしたい』と
いう思いからなのか、目をキラキラさせながら質
問していました。

日 当 番 医月 の 休1
　　　　
安房地域医療センター�（☎25－5111）は、
毎日24時間体制で救急患者を受け入れていま
す ｡そのほかの当番医は次のとおりです ｡

１月１日 館山病院（館山市）☎22－1122

１月２日 鴨川国保病院（鴨川市）☎04－7097－1221

１月３日 亀田ファミリークリニック館山（館山市）☎20－5520

１月５日 東条病院（鴨川市）☎04－7092－1207

１月12日 館山病院（館山市）☎22－1122
花の谷クリニック（南房総市）☎44－5303

１月13日 富山国保病院（南房総市）☎58－0301
石川外科内科クリニック（鴨川市）☎04－7092－5210

１月19日 鋸南病院（鋸南町）☎55－2125

１月26日 館山病院（館山市）☎22－1122
花の谷クリニック（南房総市）☎44－5303

売却物件 地目 面積（㎡） 最低売却価格
南房総市富浦町
原岡字子母居田
甲３７番５外１
筆（Ａ区画）

宅　地 332.79 2,762,000円

南房総市富浦町
原岡字子母居田
甲３７番８外２
筆（Ｂ区画）

宅　地 424.45 3,522,000円

南房総市富浦町
原岡字大下甲
１０１２番５外
２筆（Ｃ区画）

宅　地 490.73 12,121,000円

南房総市富浦町
原岡字大下甲
１０１２番９
（Ｄ区画）

宅　地 172.94 4,271,000円

南房総市富浦町
原岡字大下甲
１０１２番１１
（Ｅ区画）

宅　地 191.58 4,732,000円

親の会
「だいじょうぶ」
公式ＬＩＮＥ
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　協会けんぽ加入の被保険者および被扶養者の皆様
限定で、集団健診を実施します。さらに無料・有料
のオプション検査も多数ご用意しております。ご家
族様揃って同じ会場で受診出来ますので、是非ご予
約ください。
※�対象者には11月上旬にご案内を
送付しております。

対象／協会けんぽ加入の35歳以上の被保険者（生活習
慣病予防健診）および40歳以上の被扶養者（特定健診）
定員／各日１００人
申込方法／二次元コードからお申し
込みください。こちらからのお申し
込みができない場合や当日の健診に
関するご確認は健診実施機関（横浜
リーフみなとみらい健診クリニック）
にお問い合わせください。
　健診実施機関　☎０４５－６５１－１５７４

� 協会けんぽ千葉支部　☎０４３－３８２－８３１３
　　　　　　　　　　☎０４３－３３２－２８１１（※）
　　※��令和７年１月６日から電話番号が変更となります。

　口座振替は、納税者が指定した金
融機関から自動的に振替納付される
制度です。金融機関などに行く手間
を省き、納め忘れなどを避けるため
に、便利な口座振替をお奨めします。
　口座振替の手続きは、口座振替依
頼書またはペイジー口座振替受付サービスで行うこ
とができます。
　口座振替依頼書は、市役所、地域センターなどの
ほか、市内金融機関窓口にあります。ペイジー口座
振替受付サービスは、対象金融機関のキャッシュ
カードと身分証明書により、市役所、地域センター
などで口座振替の登録ができる手続きです。
※�対象金融機関や手続きなど、詳しくは、市ホーム
ページからご確認ください。
　税務課　☎３３－１０２３

　今年度も各行政区、赤十字奉仕団などを通し
て、日本赤十字社活動資金を募集したところ、多
くの皆様にご協力をいただき、９月30日現在で
６，０７６，２１８円（１０，５１４件）の温かい善意をお
寄せいただきました。心よりお礼申し上げます。
　皆様からお寄せいただいた活
動資金は、南房総市地区から日
本赤十字社千葉県支部に送金
し、医療事業、献血事業、災害
救護活動、地域での奉仕団活動
などの赤十字活動に使われます。
　赤十字活動は、皆様の温かい
ご支援により支えられています。
今後もご理解とご協力をお願い
申し上げます。
　社会福祉課　☎３６－１１５３

� 日本赤十字社千葉県支部
　　☎０４３－２４１－７５３１

全国健康保険協会（協会けんぽ）加入の皆様へ
集団健診のご案内

　全２回の講座を通して、スマートフォンの基本操
作やＳＮＳの使い方などを学ぶことができます。

ところ／和田コミュニティセンター
定　員／12人　　参加費／無料　
対　象／市内在住で全２回参加できる人
講　師／ドコモショップ館山店
申込期間／12月23日�９：00～12月27日�12：00
※�定員を上回った場合は抽選を行います。講座が受
講可能な人には１月６日に電話連絡します。

　 　丸山公民館　☎４６－４０３１

とき 内容

１月15日
13:30～17:00

①アプリのインストール方法
②インターネットの利用方法
③デジタルリテラシーを身につけ
て安心・安全にインターネット
を楽しもう

１月22日
13:30～15:45

④地図アプリの利用方法
⑤ＳＮＳなどの利用方法

※１講座60分。講座間の休憩15分を予定しています。

かんたん！スマートフォン講座
～スマートフォンのある毎日をお手伝い～

１月から３月は
市税などの口座振替登録強化月間

日本赤十字社�
活動資金のご協力、ありがとうございました

有料広告

ご案内の見本はこちら➡

申込みフォーム

掲
示
板

ところ
千葉県南総文化ホール�
（館山市北条 740 ー 1）

と　き
令和 7年 2月 4 日�
令和 7年 3月 13日

9：30～13：00

日本赤十字社公式
マスコット・キャラクター
「ハートラちゃん」

ホームページ
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～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課�☎教育委員会生涯学習課�☎46－296346－2963
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シリーズシリーズ

　府中の宝珠院は、かつて安房地域の真言宗を統
とうかつ
括する立場にあったお

寺であり、数多くの古文書や絵画を保存しています。その中の一つ「渡
唐天神画像」には、梅の枝を持ち、仙

せんにん
人のような中国風の服をまとった

菅
すがわらのみちざね
原道真（845～903）が描かれています。

　菅原道真は、平安時代に優秀な政治家、学者として活躍した人物で
すが、謀

ぼうりゃく
略により左

させん
遷され、不

ふぐう
遇の晩年を迎えたことから、怨

おんりょう
霊になっ

たと考えられるようになり、後世の人々は、天神として祀
まつ
るようになりま

した。
　史実の道真が、唐

とう
（現在の中国）へ渡ったことはありませんが、道真

の死から400年ほど後の14世紀になると、禅
ぜんしゅう
宗の僧侶たちの間で「天

神（道真）の霊が、空を飛んで中国へ渡り、禅を会
えとく
得した。」という渡

唐天神の伝説が生まれました。
　宝珠院の「渡唐天神画像」は、この伝説を題材にした絹

けんぽん
本の掛け軸

であり、作者は、15世紀代の関東地方で活躍した鎌
かまくらけんちょうじ
倉建長寺の画

がそう
僧（絵

の制作を専門とする僧侶）、祥
しょうけい
啓（生没年不詳）です。

　洗練された筆
ひっち
致で描かれた本作は、室町時代の鎌倉と安房の文化的な繋がりを示す資料のひとつです。

市指定有形文化財（絵画）市指定有形文化財（絵画）

所在地／府
ふちゅう
中687-1（三芳地区）

所有者／宝
ほうしゅいん
珠院（真言宗）

渡唐天神画像
てんじんととう がぞう

伝説から生まれた中国風の天神さま

渡唐天神画像

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・ 見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従って
ください。

　
非公開公開


